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、
繊
維
産
業
の
労
働
関
係

の
特
質

わ
が
国
資
本
主
義
は
、
封
建
的
鎖
国

の
解
除
、
明
治
政
府
に
よ
る
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
政
策

の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
明
治
二
〇
年
前

後
か
ら
本
格
的
に
発
展
し
た
。
と
く
に
、
日
清

・
日
露
両
戦
争
後

の
企
業
勃
興
期
を
す
ぎ

る
と
、
急
速
に
産
業
資
本
主
義

の
確
立
を
み
た
。

こ
の
産
業
資
本
主
義

の
確
立
は
、
綿
紡
績
業
、
製
糸
業
、
織
物
業
の
三
部
門
を
中

心
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
繊
維
産
業
が
基
幹

で
あ

っ
た
。

こ
の
う
ち
・
綿
紡
績
業

は
、
明
治
政
府

の
下
で
、
官
営
模
範

工
場

の
設
置
、
紡
績
機
械
の
年
賦
払
下
げ
、
輸
入
紡
機
代
金

の
立
替
払
な
ど

を
背
景
に
発
足
し
て
き
た
も

の
で
あ
る
。

そ
の
発
足
当
時
は
、
技
術
や
経
営
規
模
が

貧
弱

の
た
め
暫
く
停
滞
状
態

に
あ

っ
た
が
、
や
が
て
、

明
治

一
五
年
、

一
万
五
〇
〇
錘

の
蒸
気
機
関
使
用
の
民
間
大
規
模
工
場
、
大
阪
紡
績
が
登
場
し
て
以
来
、
技
術
的
に
も
経
営
的
に
も
近
代

的
綿
紡
績
業
と
し
て
発
展
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。

と
く
に
、
綿
紡
績
業
は
、

日
清

・
日
露
両
戦
争
後
、
強
力
な
基
礎
を
確
立
し
、
そ
の
後

第

一
次
大
戦
下

の
大
正
期

に
か
け
て
急
激
な
発
展
を
遂
げ
、
輸
入
綿
糸
布
を
駆
逐
し
輸
出
産
業
と
し
て
世
界
市
場

に
地
歩
を
固
め
る
に
い

た

っ
た
。

製
糸
業
も
、
当
初
は
水
車
を
利
用
し
た
、
五
人
繰
り
、

一
〇
人
繰
り
と
い
う
小
規
模
な
家
内
工
業
的
な
も

の
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、

や
が
て
、
明
治
五
年
に
政
府

の
奨
励
に
よ
る
近
代
的
な
大
工
場
、
富
岡
製
糸
場
が
、
官
営

の
模
範
工
場
と
し

て
開
場
し
て
以
来
、
器
械
製

糸
業
と
し
て
著
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
繊
維
産
業

の
急
速
な
発
展
は
、
必
然
的

に
女
子
労
働
者
を
激
増
さ
せ
て
き
た
。
そ

こ
で
、
女
子
労
働
者
を
め
ぐ
る
繊
維
産

業

の
労
働
関
係
は
、
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
か
、
そ

の
特
質

に

つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

第

一
は
、
農
村
か
ら

の
出
稼
ぎ
女
子
労
働
者
を
中
心
と
し
た
基
本
的
な
労
働
関
係
を
形
成
し
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
綿
糸
紡
績
業
、
製
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糸
業
な
ど
繊
維
産
業

の
働
き
手

の
中
心
は
、
女
子
で
あ
り
、
女
子

の
専
業
と
も
い
う
べ
き
も

の
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
女

子
労
働
者

の
供
給
を
可
能

に
し
た
も

の
は
、
主
と
し
て
農
村
部

で
あ

っ
た
。
当
時
、
農
村
部
に
は
、
過
剰
人

口
が
存
在
し
て
い
た
。
過
剰

人

口
は
、
過
剰
労
働
力
と
し
て
農
村
外
に
送
り
だ
す
必
要
が
あ

っ
た
。
こ
の
な
か
に
、
繊
維
産
業
が
必
要
と
す
る
若
い
女
子
が
、
封
建
的

な
家
族
主
義

の
も
と
で
多
数
潜
在

し
て
い
た
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
女
子
を
、
工
場
労
働
者
と
し
て
引
き
だ
す
た
め
に
は
、
企
業

の
側
に
積
極
的
な
働
き
か
け
が
必
要
で
あ

っ
た
。

と
く
に
、
良
質

の
女
子
労
働
者
を
得

る
に
は
、
縁
故
、
門
前

の
募
集
方
法
で
は
不
十
分
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
か
わ
る
も

の
と
し
て
、
募
集

人
を
先
端
と
す
る
募
集
機
構
が
次
第

に
整
備
さ
れ

て
い

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
募
集
方
法
も
ま
た
、
後
に
お
お
く

の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う

に
な

っ
た
。

第

二
に
、
繊
維
産
業
に
お
け
る
女
子
労
働
者
は
、
家
計
補
助
的
な
短
期
間
の
出
稼
型
労
働
者
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
た

ち
は
、
貧
し
い
農
村
生
活
か
ら
押
し
出
さ
れ

て
家
計
補
助

の
た
め
に
賃
労
働
者
化
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
独
立
し
た
賃
労
働
者
で
は
な

か

っ
た
。
し
か
も
、
彼
女
た
ち
は
、

一
定
期
間

の
工
場
勤
務
が
終

っ
た
後

は
、
再
び
農
村

に
帰
還
す
る
定
着

性
の
な
い
出
稼
型
労
働
者

で

あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
彼
女
た
ち
の
基
本
的
な
労
働
者
性
は
、
賃
金
水
準

や
労
働
運
動

の
発
展

に
影
響
を
与
え
た
。

第

三
に
、
原
生
的
労
働
関
係
が
支
配
的
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
繊
維
産
業
に
お
け
る
労
働
関
係
は
、
長
時
間
労
働
と
低

賃
金
、
加
え
て
封
建
的
身
分
的
主
従
観
念

の
支
配
す
る
労
使
関
係
と
い
う
、
典
型
的
な
原
生
的
労
働
関
係
を
形
成
し
て
い
た
。

労
働
時
間
に

つ
い
て
は
、
織
物

・
製
糸
業
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

日
出
か
ら

日
没
ま
で
の
就
業
体
制
が

一
般
的

で
あ

っ
た
。

た
と
え
ば
、
明
治
三
年
設
立

の
前
橋
製
糸
所

の
規
定
第

一
条
を
み
る
と
、
「
毎
朝
時
計
三
十
分
未

明

二
起
キ
、
面
手
ヲ
洗
ヒ
、
各
預
リ
釜

　

け

へ
火

ヲ
焚

キ
、
繭

ヲ
配

リ
、

明

旦
直

チ

ニ
縣

繰

二
従
事

ス
。
第

八
時

朝

食
、
第

一
時
昼
食

、
第

七
時
夕
食

、
第

九
時

寝

ス

一
と
あ

る
。

こ

の
よ

う

に
、

明
治
初

年

の
織
物

.
製

糸
業

で

は
、

日
出

か
ら

日
没
ま

で

と
い
う
自
然
的

生
理

的
最

大
限

の
長
時

間
労
働
が

行
わ
れ

た
。
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し
か
し
、

こ
の
こ
ろ

の
労
働
時
間
は
、
大
体

一
日

一
二
時
間
労
働
を
頂
点
と
し
て
、
自
然
的
制
約
を
こ
え
て
過
度
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
は

な
か

っ
浮

。
し
か
し
、
そ
の
後
、
利
潤
獲
得
を
め
ぐ
る
競
争
が
激
化
す
る
に

つ
れ
、
労
働
時
間
は
次
第

に
延
長
さ
れ
て
い

っ
た
。

賃
金

に

つ
い
て
も
、
労
働
時
間

の
長
短

に
関
係
な
く
、
低
賃
金
が
実
施
さ
れ
た
。
繊
維
産
業
の
女
子
労
働
者
が
低
賃
金
で
あ

っ
た
と
い

う

こ
と
は
・
彼
女
た
ち
が
農
村
出
身
者
で
あ
る
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
農
村

の
生
活
水
準
は
、
資
本
主
義

発
展

の
後
進
性

の
た
め
に
、
き
わ
め

て
低
く
、

こ
の
低
い
生
活
水
準
が
女
工
の
賃
金
水
準

に
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。
ま
し
て
や
、
彼

女
た
ち
は
、
結
婚
ま
で

の
短
期
間
を
、
家
計
補
助

の
た
め
に
出
稼
ぎ
し
て
い
る
と
い
う
事
情
は
、
低

い
賃
金
水
準
か
ら
さ
ら

に
割
引

か
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

繊
維
産
業

の
労
使
関
係
に
お
い
て
も
、
き
わ
め

て
身
分
的
従
属
関
係

の
強

い
、
封
建
的
な
労
使
関
係

で
あ

っ
た
。
明
治

.
大
正
期
で
は
、

労
使

の
身
分
的
従
属
関
係
は
、
全
産
業
的
な
も

の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
繊
維
産
業
に
お

い
て
は
、
女
子
労
働
者

の
供
給
源
が
、
強

い
家

族
主
義
が
支
配
す
る
農
村
地
帯
で
あ

っ
た

こ
と
か
ら
、
身
分
的
従
属
関
係
は
こ
と
の
ほ
か
濃
い
も

の
で
あ

っ
た
。

第

三
に
、
寄
宿
舎
制
度
も
、
繊
維
産
業

に
お
け
る
労
働
関
係

の
特
質

で
あ
る
と
い
え
る
。
繊
維
産
業
で
は
、
女
子
労
働
者

と
工
場
が
労

働
関
係
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
寄
宿
舎
制
度
が
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
あ

っ
た
。
寄
宿
舎

は
、
当
初
、
女
工

の
集
団
募
集
と
集
団
収

容

の
必
要
性
か
ら
発
生

し
て
き
た
。
遠
隔
地
の
農
村
部
か
ら
の
募
集
で
は
、
通
勤
不
可
能

で
、
ど
う
し
て
も
宿
泊
所
と
し
て
の
寄
宿
舎
が

必
要
と
さ
れ
た
。

そ
れ
に
、
と
く
に
農
村

の
家
族
主
義

の
も
と
に
あ
る
若

い
女
子
で
あ
る
点
で
、
身

の
安
全
と
保
護
教
育

の
場
と
し
て
の

寄
宿
舎
も
ま
た
必
要

で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
繊
維
産
業
に
お
い
て
は
、
女
工

の
住
居
と
し
て
、
寄
宿
舎
、
指
定
下
宿
、
社
宅

の
三
種
が
あ

っ
た
。

こ
の
う
ち
、
女
工
の

場
合
は
、
そ

の
半
数
以
上
が
寄
宿
舎

に
入
所
し
て
い
る
。
表

13
表
は
、
関

西

一
六
工
場
に
お
け
る
男
女
紡
績
職
工

の
住
居

の
入
居
状
況
を

表
わ
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ

に
よ
る
と
、
綿
紡
績
業

の
女
工
の
半
数
が
寄
宿
舎

に
入

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

い
わ
ゆ
る

「
寄
宿
女

工
」
と

い
わ
れ
る
人
た
ち
で
あ
る
。



明治 ・大正期の女子労働政策(り

表13関 西16工 場 における男女紡績 職工の住居状況

男 工 女 工 計

蒋 宿 舎

指 定 下 宿 者

通 勤 者

社 宅 在 住 者

計

18j10,693

!,293}754

3,192
1,5211:016i742i
6,024;21,205

10,711

2,047

10,208

4,263

27,229

出所:農 商務省 『職工事情』

こ
の
点
、
製
糸
業

の
場
合
も
、
同
じ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
三
七
年

の

『
長
野
県
製
糸
業

一
班
』

に
よ
る
と
、
「
長
野
製
糸

工
場

の
工
女
子
雇

入
法
は
賄
附
な
る
を
以
て
工
場
所
在
地
の
工

女
と
難
も
概
ね
寄
宿
舎

に
宿
泊
す
る
を
便
且

つ
利
な
り
と
す
る
も

の
の
如
し
、
此
を
以
て
通
勤

工

が
ヨ

　

女
な
る
も

の
は
殆
ど
稀
な
り
」
と
あ
る
。

寄
宿
舎

の
設
置
は
、
工
場
の
構
内
か
、
工
場
と
隣
接
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
構
造

は
、
だ

い
た
い
木
造

二
階
建

て
の
長
屋
で
、
一
室

の
広
さ
は

一
〇
畳
な
い
し
二
〇
畳
が
通
例
で
あ
る
。

収
容
人
員
は
、

一
畳
に

つ
き

一
人

の
割
合
が
普
通
で
あ
る
が
、
紡
績
業

の
場
合
は
昼
夜
交
代
業

の

ハ
ぐ

　

た

め
、

休
日

の
ほ
か
は

一
人

二
畳
を

占
め
る

こ
と

に
な
る
。
寝

具

は
、

工
場
主

が
貸
与

し

て
い
る
。

(
1
)

井
上
鎧
三

『前
橋
製
糸
所
略
史
』
生
糸
経
済
研
究
、
昭
和
二
年

一
八
五
頁

(2
)

隅
谷
三
喜
男

『
日
本
賃
労
働
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
四
年

=
二
二
頁

(3
)

大
日
本
蚕
糸
会
報

『
長
野
県
製
糸
業

一
班
』
明
治
三
七
年

(労
働
運
動
史
料
委
員
会
編

『
日
本
労
働

運
動
史
料
』
第

一
巻
)
三

一
三
頁

(
4
)

農
商
務
省
商
工
局
、
土
屋
喬
雄
校
閲

「綿
糸
紡
績
職
工
事
情
」
『
職
工
事
情
』
第

一
巻

(
明
治
三
四

年
調
査
)
新
紀
元
社
版
、
昭
和
五
五
年
、
五
二
頁

二
、
女
子
労
働
問
題

の
生
成

5

↓

女

工
の
募
集

(
繊
維
産
業
が
成
立
し
た
当
初
、
女
子
労
働
者

の
募
集
は
、

政
策

の

一
環
と
し
て
、
官
営
富

岡
製
糸
場
を
設
立
し
た
が
、

困

難
を

極

め
た
。

た
と

え
ば
、

明

治
政
府

は

、

一
八
七

二
年

に
、
殖

産
興
業

工
女
募
集

に

つ
い
て
は
、

思
う

よ
う

に

い
か
な
か

っ
た
。
政

府
は
、

各
県

に
、
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工
女

募
集

に

つ
い

て
協

力
を

求

め
る

「
論

告
書
」

な

る
通
達

ま

で
だ

し

て
い
る
。

し

か
し

、

こ
れ

に

つ
い
て
、

和

田
英

子

「
富

岡

日
記

」

に

よ
る

と
、

「
…
…

女

子
を

富

岡
製

糸

場
江

出

ス
ベ

シ
と
申

県

庁

か
ら
達

し
が
有

り
ま

し
た

が

…
…

一
人
も

応
ず

る
人

は
有

り
ま

せ
ん

…

ダ
　

も

…
」

と
あ

る
。

当
時

、

富
岡

製

糸
は

、

工
女
募

集

の
対
象

と
し

て
、
良

家

の
娘

さ
ん

を
対
象

と

し

て
い
た
。

し
か

し
、
応
募

者

の
側

か
ら

す

る
と
、

若

い
娘

を
、

故
郷

か
ら
離

れ

て
工
場

に
入

れ
、
寄

宿
舎

生
活

を

さ
せ

る

こ
と

に
心
理
的

抵
抗
が

あ

っ
た

と

い
え
よ

う
。

こ
の
よ
う

な

工
女

募

集

難

に
直

面
し

た

政
府

は
、

各

県

に
命
令

を

だ
し

て
、

「
役

当

工
女
」

と
名
付

け

て
強
制

的

に
工
女

を
集

め
た

こ

が
　

　

と
も
あ

っ
た
。

や
が

て
、

こ
の
よ
う
な
製
糸
業
も
、
明
治
九
年
当
り
か
ら
器
械
製
糸

の
急
激
な
発
展
、
製
糸

工
場
の
増
設
を
背
景

に
、
工
女
の
必
要
性

が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
工
女
募
集

に

つ
い
て
も
、
工
女

の
質

の
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
す
な

わ
ち
、
工
女
の
必
要
性
の
増
加
は
、
工
女
募
集
を
、
良
家

の
娘
さ
ん
か
ら
、
窮
乏
化
し
た
士
族
や
遠
隔
地

の
農
村
部
か
ら

の

「
貧
民

の
娘
」

ハ
ヨ

　

へ
と
拡
大
し
、
当
初

の
通
勤
工
か
ら
、
出
稼
型

の
寄
宿

工

へ
と
変
化
さ
せ
て
い

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
綿
紡
績
で
も
同
じ
で
あ

っ

た
。工

女
募
集

の
質
的
、
地
域
的
変
化
は
、
工
女
募
集

の
本
格
的
な
幕
明
け
で
あ

っ
た
。
そ
れ

で
は
、
そ
の
後

の
工
女
募
集
は
、
ど

の
よ
う

な
経
過
を
経

て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
細
井
和
喜
蔵
氏
は
、
紡
績
工
場

の
女
工
募
集

の
変
遷
に

つ
い
て
、
①
第

一
期
、
無
募
集
時
代
、
②
第

　
　

　

二
期
、

自

由
競
争

時

代
、

③
第

三
期

、
募

集
地

保
全

時
代

、

の
三
期

に
分

け

て

い
る
。
以

下
は

こ
れ

に
沿

っ
て
概

観
し

て
み
た

い
。

第

一
期
、

無
募

集

時
代

は
、
年
代

と

し

て
、

日
本

に
組
織

的

な
工

場
が

で
き

た
明

治

一
〇
年
あ

た

り
か
ら

二
七

・
八
年

の
日
清
戦
争

の

こ
ろ
ま

で
と

し

て
い
る
。

こ

の
時
分

は
、

女

工
募
集

に
少

し
も

骨
が

折
れ

な
く

、
容

易

に
女

工
を
得

る

こ
と
が

で
き
た

。

そ

の
理

由
と

し

て
、

ま
だ

工
場

の
数

が

少

な

い
と

こ
ろ

へ
も

っ
て
き

て
、
農
村

漁
村

に
過

剰
人

口
が

存
在

し

て

い
た

こ
と
が

あ
げ

ら
れ

る
。

こ
の
よ
う
な

状
況

の
な

か
で
、

工
場

か
ら

の

「
働
き

手
」

の
求

め

に
対

し

て
、
家

に

い
て
も
仕
様

の
な

い
娘
達
を

一
つ
返
事

で
喜
ん

で
稼
ぎ

に
出
し
た
。

そ
れ

に
当
時

、

「
会

社

へ
や
る

」
と

い
え
ば

、

ち

ょ

っ
と

出
世

の
よ

う

に
聞

こ
え
、

ま

し

て
や
工

場
が
都

会

に
あ

る

と

い
う

こ
と

は
、
農
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村

の
女
性
に
と

っ
て
羨
望

の
的
で
あ

っ
た
。
募

集
人
も
、
後

の
よ
う
に

「
誘
拐
業
者
」

や

「
女
街
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
却

っ

て
尊
敬
を
さ

へ
払
わ
れ
た
。

ま
た
、
こ

の
時
分
、
「
前
貸
金
」
や

「
強
制
送
金
制
度
」
も
な
く
、
「
年
期
制
度
」
も

ほ
ん

の
名
目
だ
け

で
あ

っ
た
。
退
社
も
、
本
人
や

親
許
か
ら

の
請
求
が
あ
れ
ば
、
自
由
に
で
き
た
。
さ
ら
に
、
「
書
信

の
没
収
」
も
な
か

っ
た
。

第

二
期
、
自
由
競
争
時
代

は
、
年
代
と
し

て
、
日
清
戦
争
後
あ
た
り
か
ら
、
日
露
戦
争

の
明
治
三
七
、
八
年
ま
で
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

こ

の
時
分
、
①
工
場

の
数
が
増
加
し
て
女

工
が
多
く
要
る
よ
う
に
な

っ
た
。
②

一
度
応
募
し
た
者
が
帰
国
し
て
工
場

の
情
況
を
う

っ
た

へ

た
こ
と
、
こ
の
二
大
原
因
が

必
然
的
に

「
募
集
難
」
を
招
来
す
る
に
至

っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
女
工
募
集

の
自
由
競
争
時
代
が
始
ま

っ
た
。

工
場

の
増
設
と
工
場
間

の
競
争
は
、
必
然
的
に
女
工

の
酷
使
を
強
化
し
て
い

っ
た
。

そ
の
結
果
、
女
工
の
逃
亡
、
病
気

(結
核
な
ど
)

や
負
傷
、
機
械
に
よ
る
死
亡
や
片
輪
な
ど

で
故
郷
に
帰
る
女
工
が
ふ
え
て
い

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
工
場

の
酷
使
や
虐
待
な
ど

の

内
情
が
広
く
知
れ
わ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
こ
に
、
必
然
的
に
女
工
の
募
集
難
を
招
来
す
る
に
至

っ
た
。

こ
の
第

二
期

の
特
徴
と
し
て
、
「
強
制
送
金
制
度
」
、
「
年
期
制
度
」

の
実
施
、
「書
信

の
点
検

・
没
収
」
、
「身
代
金
制
度
」
、
「
教
育
制
度
」

な
ど
も
生
ま
れ

て
き
た

こ
と
、
「
募
集
人
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た

こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
女
工
の

「
争
奪
」

と

い
う
悪
弊
も
生
じ
て
き
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。

強
制
送
金
制
度

は
、
会
社
が
強
制
的
に
親
許

に
送
金
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。
親
権
者

の
ご
機
嫌
と
り
で
あ

っ
た
。
身
代
金
と
年
期
制
度

は
、
女
工

の
足
留

め
策

と
し
て
用

い
ら
れ
た
。
教
育
制
度
は
、
「
裁
縫
」
な
ど

の

「
教
え
ご
と
」
で
あ

る
が
、
募
集

の
口
実
と
し
て
大
袈

裟

に
吹
聴
さ
れ
た
。

女
工
募
集
難

の
状
況

の
な

か
で
、
女
工
を
勧
誘
し
て
、
工
場

に
斡
旋
す
る

「募
集
人
」

(募
集
従
事
者

)
が
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
な

っ
た
。

ハ
さ

　

募
集

人

の
資
格
は
、
「
農
村

の
生
活
習
慣

に
深
く
浸
透
し
、
農
民
意
識
を
体
得

し
て
い
る

こ
と
」
を
要
件
と
し

て
い
た
。

こ
う
し
た
募
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集
人
に
、
農
村
事
情

に
精
通
し
た
部
落

の
有
力
者
が
選
ば
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
こ
の
募
集
人
は
、
か
な
ら
ず
し
も
会
社
と
直

接

の
雇
用
関
係
が
な
く
、
た
だ
労
働
者
を
会
社

に
紹
介
し
、
紹
介
料
を
受
け
と
り
、
あ
る
い
は
工
場
と
農
村

の
間
を
絶
え
ず
往
来

し
て
双

　
　

　

方

の
事
情
を
知
ら
せ
る
伝
書
鳩

の
役
割
も
兼
ね

て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
女
工
の
募
集
難
は
、
女
工
の
募
集
を
め
ぐ

っ
て
自
由
競
争
を
激
化
さ
せ
、
そ

の
こ
と
は
ま
た
、
先
端

の
募
集
人
に
、
嘘
八

百
を
並
べ
た

て
、
誘
拐

的
手
段
に
よ
る
募
集
を
さ

せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
に

つ
い
て
、
細
井
氏
は
、
募
集
人
は
、
「
嘘
八
百
を
並
べ

立
て
て
善
良
無
垢
な
鄙

人
を
隔
着
す

る
」

の
み
で
な
く
、
「
応
募
者

の
娘
達
を
遙

々
つ
れ

て
工
場

へ
来
る
途
中
で
、
些
と
標
緻

の
い
い
女

は
大
抵
そ

の
獣
性

の
犠
牲

に
供
し
て
了
ふ
」
、
さ
ら
に
、
「
募
集
人
が
関
係
を

つ
け
た
女
を
方

々
の
工
場

へ
転

々
さ
せ
て
果
て
は
女
郎
に
売

パ
フ

　

り
飛
ば

し

り
銘

酒
屋

へ
私

娼

に
追

ひ
や

っ
た
り

し

た
」

と
述
べ

て
い
る
。

募

集

人
が

、

い
か

に

甘
言

欺
隔

を

用

い

て
募
集

し
た

か

に

つ
い

て
、
「
綿

糸

紡
績

職

工
事

情
」

は
以
下

の
よ
う

に
具
体

的

に
述

べ

て
い

る
。

労
働

時

間

は

一
定

の
制

限
が
あ

っ
て
、

そ
れ
以

外

は
各
自

自
由

な
生
活

。
毎

週

一
日
は
休
業

日
、

そ

の
日
芝
居

見
世

物

の
観
覧

が

で

き

る
。

寄

宿
舎

の
食
物

は
、
極

め

て
美

味

に
し

、

し
か
も

無
料

。
賃
金

、
賞

与

は
高

い
。
学

校
、

病
院

の
設

備
が
あ

る
。

帰
郷

は
、

い

つ

ハ
お

　

で
も
自
由
等

々
。

こ
の
よ
う
な
募
集
人
あ
る
い
は
紹
介
人

の
、
誘
拐
的
な
、
ま
た
甘
言
欺
隔

に
満
ち
た
募
集

の
方
法
は
、
次
第

に
重
要
な
労
働
問
題
と
な

り
、
世
論

の
批
難
を
招
く
よ
う
に
な

っ
た
。

第
三
期
、
「募

集
地
保
全
時
代
」
で
は
、
募
集
人

に
よ
る
女
工
募
集

の
弊
害
を
反
省
し
、
会
社
が
有
力
な
募
集
地
に

「
募
集
事
務
所
」

や

「
出
張
所
」
を
設
け
て
、
募
集
し
た
。
た
と
え
ば
、
寺
院
な
ど
を
借
り
て
活
動
写
真
を
映
写
し
た
り
し
て
女
工
募
集
を
行
な

っ
て
い
る
。

以
上
、
綿
紡
績
業
を
中
心
に
女
工
の
募
集

に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
製
糸
業

に
お

い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
募
集
人
に

つ

い
て
、
募
集
方
法

の
弊
害
を
直
視
す
る
と
き
は
、
厳
し
い
批
難
は
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、

こ
の
募
集
人

の
果
た
し
た
社
会
的
役
割

を
評
価
す
る

こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
過
剰
人

口
と
低
所
得
に
悩
む
農
村
部

に
対
し

て
、
「
口
べ
ら

し
」
と
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貯
送
金

で
、
貧
窮
な
農
村
に
利
益
を
も
た
ら
し
た

の
は
、
彼
ら
募
集
人
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第

二
に
、
繊
維
産
業

の
必
要
と

す
る
お
お
く

の
労
働
力
を
間
断
な
く
供
給

し
続
け
た
の
は
、
こ
の
募
集
人
で
、
彼
ら
の
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
繊
維
産
業

の
躍
進
を
み

ノ
　

ザ

た

と

い
う

こ

と

で
あ

る
。

(
1
)

和

田
英
子

『
富

岡
日
記
』

四
頁

(
2
)

矢

島
太

八

『
甘
樂
産
業
叢

談
』

(
明
治
四

二
年

)
に
よ
る
と
、
「
政
府

は
更

に
奥
州
会
津
、
米
沢
、
仙
台
等

(
命
令
を

下
し
て
、

丁
度
今

日
兵
士

を
民

間
に
徴
す

る
が
如

く
、
役
当

工
女
と
名
付
け

て
強
制

的
に
百
余
人

の
工
女
を
集

め
た

の
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
未
だ
三
百
人
に
満
た
な

い
か
ら
、

其
任

務

に
当

っ
て
居
る
庶
務

少
佑

尾
高
氏
は
先
ず
自

分

の
娘

を
工
女

と
す
る
と
云
う
有
様

で
…
…
」
と
あ
る
。
三

二
i

三
頁
。

(
3

)

隅
谷

三
喜

男

『
前
掲

書
』

一
六

五
頁
。

(
4
)

細
井
和
喜

蔵

[
女
工
募
集

の
裏
表
」
、
『
日
本
婦
人
問
題
集
料
集
成
』
第
三
巻
11
労
働
、
ド
メ

ス
出
版
、

昭
和
五
八
年

、
六
四
頁
以
下
。

(
5

>

進
藤
竹

次
郎

『
日
本
綿
業

労
働
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
五
八
年
、
六

六
頁
。

(
6

)

進
藤
竹

二
郎

『
前
掲

書
』

六
六
頁

(
7
)

細

井
和
喜
蔵

『
前
掲
書
』

七

一
-

七
二
頁

(
8

)

農
商
務

省
商
工
局

『
前
掲
書
』

五
二
頁

(
9
)

進
藤
竹

二
郎

『
前
掲
書
』

七

一
-

七
二
頁
参
照
。

⇒

女

工
の
争
奪

(
わ
が
国
で
、
綿
紡
績
業
が
出
発

し
た
と
き
は
、
イ
ギ
リ

ス
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
世
界

の
先
進
国
は
、
す
で
に
こ
の
産
業
分
野
で
の
確
立

の

段
階
を
経

て
、
飛
躍
的
な
発
展
途
上

に
あ

っ
た
。
そ

の
た
め
、
わ
が
国

の
綿
紡
績
業
は
、
当
初
か
ら
、
世
界
先
進
国
と
の
き
び
し
い
競
争

を
余
ぎ

な
く
さ
れ

て
い
た
。
わ
が

国
の
綿
紡
績
業
が
、

こ
の
よ
う
な
苦
し
い
状
況
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
農
村

に
お
け
る
豊
富
な
潜
在

的
な
女
子
労
働
力
に
依
存
す
る
反
面
、
世
界
先
進
国
の
技
術
輸
入
に
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

と
き

に
、
先
進
国

の
技
術

の
輸

入
は
、
明
治

一
五
年

の
大
阪
紡
績

の
設
立

に
は
じ
ま
る
。
同
年
に
、
大
阪
紡
績
は
、

一
万
五
〇
〇
錘

の

蒸
気
機
関
を
輸
入
し
、
近
代
的
大
規
模
工
場
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
は
じ
め
て
の
民
間
資
本

に
よ
る
近
代
的
綿
紡
績
業
で
あ

っ
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た
。大

阪
紡
績
は
、
技
術
的
に
も
経
営
的

に
も
大
成
功
し
、
以
降
わ
が
国

の
綿
紡
績
業
は
、
日
清
、

日
露
戦
争
を
経
て
強
固
な
基
礎
を
固
め
、

さ
ら
に
第

一
次
大
戦
下

の
大
正
前
期
に
か
け
て
急
激
な
膨
張
発
展
を
遂
げ
、

つ
い
に
輸

出
産
業
と
し

て
、
世
界
市
場
に
進
出
し
て
い

っ
た
。

わ
が

国
の
綿
紡
績
業
は
、

そ
の
急
激
な
発
展
過
程
で
、
お
お
く
の
工
場
を
新
設
し
て
い

っ
た
。
新
設
工
場
が
お
お
く
設
置
さ
れ
る
に
し

た
が

っ
て
、
他
企
業
間
と

の
競
争
も
あ

っ
て
、
新
規
の
未
経
験
職
工
よ
り
も
、
経
験

の
あ
る
熟
練
職
工
が
必
要
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
な
か
で
、
明
治

一
九
年
ご
ろ
か
ら
、

工
場
間
の
女

工
の
争
奪
が
激
化
し

て
き
た
。

こ
の
女
工
の
争
奪
は
、
実

に
巧

妙

に
行

わ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
①
自
社

の
事
務
員
あ
る

い
は
職
工
を
他

の
工
場

に
偽
名
で
勤
務
さ
せ
、
忠
実
を
装

い
て
陰
で
そ

の
工
場

の

女
工
を
勧
誘

し
て
奪

い
去
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
②
容
姿
が
女
工
の
心
を
動
か
す

よ
う
な
男
工
を
他

の
工
場
に
勤
務
さ
せ
、
あ
る
い
は
情

を
結
ぶ

な
ど
し
て
女

工
を
勧
誘
す
る
方
法
。
③
他

の
工
場
に
属
す
る
職
工
紹
介
人
に
対
し

て
、
何
が
し

の
斡
旋
料
を
支
給
し

て
女
工
を
集

め
さ
せ
る
方
法
、
④
寄
宿
舎
が
狭
隙

の
た
め
指
定
下
宿

に
女
工
を
寄
宿
さ
せ
て
い
る
場
合
、
そ

の
指
定
下
宿

の
主
人
を
誘
い
、
若
干

の
手

　
　

　

数
料
を
与
え
て
女
工
を
奪
去
す
る
方
法
も
と
ら
れ
た
。

女
工
を
奪
わ
れ
た

工
場
が
、
奪
い
返
し
に
や

っ
て
く
る
と
、
争
奪
し
た
本
人
が
現
に
働
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
名
簿
と
仮
名

ハ
　

　

簿

の
二

つ
を

作

成

し
、

仮
名

簿

の
方

に
争
奪

し
た

女
工

の
偽

名
を
記

し

て
見

せ
、

該
当

者

は

い
な

い
と

い
い
張

る
手

口
も
と

ら
れ

た
。

女

工

の
争

奪

は
、

女

工

の
側

に
も

悪
影

響
を

与

え
た
。

女

工

は
、

次
第

に
自
ら

の
意

志

で
、

工
場
間

を
移

動
す

る
よ

う

に
な

っ
た
。
あ

る

い
は
、
他

の
工
場

へ
行

く

た

め
に
、
逃

亡
す

る
女

工
も

で

て
き
た
。

以
上

、
女

工

の
争

奪

に

つ
い
て
み

て
き

た
が

、

こ

の
争

奪

は
、
当

時
、

一
般
的

な

風
潮

と
し

て
行

わ
れ
た
。

争
奪

が

激
化
す

る

と
、
争

奪

は
争

奪
を

生

む

と

い
う
事
態

も

み
ら
れ

た
。

こ

の
よ

う
な
争

奪
が

、
労
働

問
題

と

し

て
重

要
性

を
も

つ
の
は
、

以
下

の
二
点

に
お

い
て

で
あ

る
。

第

一
は
、
争

奪

が

、

女

工

の
意
思

を
無
視

し

て
、
時

と
し

て
暴
力

的
な
方

法

で
行

わ
れ

た

こ
と

で
あ

る
。

た

と
え
ば

、
奪
去

の
さ

い
、
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意

に
従
わ

な

い
女

工

に
対

し

て
は
、

ひ
ど

い
折
濫
が

な
さ
れ

た

り
し

た
。

第

二
は
、
争

奪

に
よ

っ
て
、
女

工
自

身

が

不
利
益

を

こ
う

む

る

こ
と
で
あ

る
。

た

と
え
ば

、
積

立
金

の
没
収

は

、
当

然

の
よ
う

に
行

わ

れ

た

。

第

三

は
、
争

奪

は

、

労
働

関
係

の
安
定

性

・
定
着

性
を
阻

害

し
、

こ
れ

を
き

わ
め

て
流

動
化

し
た

こ
と

で
あ

る
。

以

上

の
よ
う

な
女

工

の
争
奪

は
、

や
が

て
必
然
的

に
世
論

の
批
難

を
受

け

る

こ
と

に
な

っ
た
。

(
1
)

農
商
務
省
商
工
局

『
前
掲
書
』
五
四
頁

(
2
)

社
会
政
策
学
会
編
纂

『
工
場
法
と
労
働
問
題
』
同
文
館
、
明
治

四

一
年
、

六
三
頁

⇒

寄
宿
舎
制
度
の
弊
害

(寄
宿
舎
制
度

は
、
わ
が
国
繊
維
産
業

の
労
働
関
係
に
必
要
不
可
欠
な
特
質
で
あ

る
こ
と
は
、
す

で
に
指
摘
し
て
き
た
。
わ
が

国
の
繊
維
産

業

は
、
そ

の
必
要
な
労
働
力

の
供
給
を
、
遠
隔
地
の
農
村
部
に
求
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
そ
こ
に
、
必
然
的

に
寄
宿
舎
制
度
が
設
け
ら

れ

て
き
た
。

し
か
し
、
繊
維
産
業

に
お
け
る
寄
宿
舎
は
、
女
工
の
宿
泊
施

設
、
あ
る
い
は
女
工
の
身

の
安
全
と
保
護
教
育

の
た
め

に
の
み

つ
く
ら
れ

て
き
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国

の
繊
維
産
業
が
急
激
に
発
達

し
て
き
た
当
時
、
無
制
限
的
な
長
時
間
労
働
や
深
夜
業

が
行
わ
れ

て
き
た
。
た
と
え
ば
、
綿
紡
績
業
で
は
、
明
治

一
六
年
に
桑
原

・
大
阪
両
紡
績
が
深
夜
業
を
開
始
し
て
以
来
、

一
般
に

一
二
時

間

二
交
替
制
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
休
憩
時
間
を
け
ず
り
、
食
事
も
機
械

の
運
転

の
ま
ま
交
替
で
と
る
工
場
も
少
な
く
な
か

っ
た
と

へ
し

　

い
わ
れ

て
帆
る
。
工
場
が
こ
の
よ
う
な
無
制
限
的
な
長
時
間
労
働
や
深
夜
業
を
思
う
ま
ま

に
実
施
す
る
に
は
、
当
然
女

工
の
身
分
的
な
拘

禁
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
。
実
は
、
繊
維
産
業

に
お
け
る
寄
宿
舎
制
度
は
、

こ
の
よ
う
な
無
制
限
的
な
長
時
間
労
働

や
深
夜
業
を
実
施
す

る
た
め

に
、
女
工

の
身
分
的
拘
禁

の
施
設
と
し
て
も
必
要

で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ

に

つ
い
て
、
谷
野

セ
ツ
、
元
労
働
省
婦
人
少
年
局
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長
も
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
即
ち
寄
宿
舎

に
生
活
す
る
と
い
ふ
事
は
、
日
常
生
活

の
す
べ
て
を
傭
主

の
指
揮
監
督

に
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
傭
主
の
威
嚇
が
直

ち
に

行
わ
れ
得
る
迄

に
於

て
で
あ
る
。
産
業
革
命
発
達

の
当
初
、
紡
績
、
製
糸
に
於
け
る
女
工
の
虐
使
事
件
、
外
出
の
制
限
、
読
書

の
制
限
、

ノ
　

　

親
書

の
開
封
、
面
会

の
謝
絶
等
女
工

の
圧
迫

の
事
例
が
頻
出
し
た

の
も
、
こ
の
制
度

の
存
在
に
因
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
」
。

し
か
し
、
寄
宿
舎
制
度
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由
は
、
他
に
も
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
女
工

の
争
奪
が
激
化
し
た
と
き
、
こ
の
寄
宿
舎
は

大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
当
時
、
女
工
、
と
く
に
熟
練
職
工
を
寄
宿
舎
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
他

の
工
場
に
奪
去
さ
れ
る
危
険
が
あ

っ

ハ
ヨ

　

た
。
そ

の
意
味
で
、
「
寄
宿
舎

は
職
工
争
奪
を
防
ぐ
城
砦
」
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

寄
宿
舎
制
度
が
、
女
工

の
宿
泊
施
設
や
女
工
の
身

の
安
全
と
保
護
教
育

の
施
設
を
越
え
て
、
工
場

の
ご
都
合
主
義

の
み
に
よ

っ
て
機
能

し
た
と
き
、
女
工
は
人
格

を
踏
み
に
じ
ら
れ
、
そ

の
私
生
活
を
奪
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
本
来
、
安
眠
と
憩
い
の
場
で
あ
る
寄
宿
舎
が
、

営
利
本
位
の
も
と
で
強
制
労
働

の
場
と
化
し
て
い

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
寄
宿
舎
制
度

の
弊
害
は
、
や
が

て
内
部
か
ら
女
工
に
よ
る
批
判
が
発
生
し
、
施
設

の
改
修
、
管
理
改
善

の
要
求
が
で
て
き

た
。

こ
の
要
求
は
、
次
第

に
拡
大
さ
れ
、
や
が

て
労
働
組
合
運
動

の
活
動
目
標
に
も
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
寄
宿
舎
制
度

の
改
善
、

整
備
が
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
大
正
五
年

の
工
場
法

の
施
行
後
ま
で
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

(
1
)

森

喜

一

『
日
本

労
働
者
階
級

の
状
態
史
』

三

一
書
房
、

一
九
七

四
年
、

四
五
頁

(
2
)

谷
野

セ

ツ

「
我

国
産
業

に
於
け
る
婦

人
労
働
者

の
保
護
」

『
婦
人

工
場
監
督
官

の
記
録
』

二
六
四
頁

(
3

)

飯
島
幡

司

『
日
本
紡
績
史
』
創

元
社
、
昭
和

二
四
年
、

五
九
頁

(上

)
谷
野

セ
ツ
論
文
集
、
ド

メ
ス
出
版

一
九
八
五
年

、
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吻

長
時
間
労
働

・
深
夜
業

(
わ
が
国

の
繊
維
産
業
は
、
低
賃
金

・
長
時
間
労
働

・
深
夜
業
と
い
う
原
生
的
労
働

関
係
を
基
礎

に
発
展
し
て
き
た
。
そ

の
こ
と
は
、
近

代

の
繊
維
産
業
が
、
労
働
者

・
女
工
に
対
す
る
酷
使
と
犠
牲

の
上
に
営
ま
れ
て
き
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
繊
維
産
業
は
、
わ
が
国

の
近
代

資
本
主
義

の
基
幹
産
業
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
近
代
資
本
主
義

の
発
展

の
底
辺
に
、
低
賃
金

.
長
時
間
労
働

.
深
夜
業
と
い
う
女

工

の
酷
使
と
犠
牲
が
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国

に
お
け
る
労
働
時
間

に

つ
い
て
の
考
え
か
た
に
は
、

二

つ
の
伝
統
的
な
考
え
か
た
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

一
つ
は
、
「
七
時
出
五
時
引
」

の

一
〇
時
間
労
働
を
基
準
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
工
、
左
官
な
ど

の
熟

練
職

工
の
人
た
ち

は
・
お
う
む
ね
こ
の

一
〇
時
間
労
働
を
基
準

と
し
て
働
い
て
き
た
。
他
は
、
家
内
工
業
な
い
し

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
の
労
働
時
間
で
、

ハ
ユ

　

日
出

か
ら

日
没
ま

で
を

一
般
的

な

基
準

と
す

る
も

の
で
あ

る
。

た

と
え

ば
、

農

村

の

マ

ニ

ュ
フ

ァ
ク
チ

ュ
ア
と

し

て
発

展
し

て
き

た
製
糸

業

に

お

い
て
は

、
季

節

に
よ
り
長

短

の
違

い
が

あ
る
も

の
の
、
基

本

は

「
日
出

よ

り
日
没
」

で
あ

っ
た
。
た

と
え
ぼ

、
富

岡
製
糸

所
史

は
、

創

立

当
時

の
富

岡

製
糸

場

に

つ
い

て
、
次

の
よ
う

に
記
し

て
い
る
。

「
工
女

は

払
暁

に
食

し
、
蒸

汽

鳴

管
を

待

て
場

に
登
り

、
朝

七
時
業

に

つ
き
、
九

時
半
時

間

休
む
、

一
二
時

に
食

し
、

一
時
間

休

み
、

　
　
　

四
時
半
帰
宿
す
。

大
約
日
出
よ
り
日
没
半
時
間
前
を
度
と
す
」
。

ハ
ヨ

　

な
お
、
富
岡
製
糸
所

の
建
物

の
構
造
も
、
「
日
出
か
ら
日
没
」
を
基
本
と
し
て
建

て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
明
治
初
期

の
わ
が
国

の
労
働
時
間
は
、
自
然
的
な
制
約
を
越
え
て
過
度

に
延
長
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ

た
と
い
え
る
。

し
か
る
に
、
繊
維
産
業
が
本
格
的

に
確
立
さ
れ
、
発
展
し

て
く
る
と
、
労
働
時
間
の
延
長
、
深
夜
業
と
い
う
長
時
間
労
働
が
実
施
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
て
き
た
。
と
く

に
、
明
治

一
六
年
に
開
業

し
た
桑
原
紡
績
と
大
阪
紡
績
が
、
わ
ず
か

一
ヶ
月
後

に
深
夜
業
を
採
用
し
、
こ

れ
に
よ
り

一
二
時
間
二
交
替
制

の
操
業
を
開
始
す
る
に
及
ん
で
、
他

の
工
場
も

こ
れ
に
従
う
と
こ
ろ
が
お
お
く

で
て
き
た
。
農
商
務
省

の
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『
職

工
事
情
』
第

一
巻

「
綿
糸
紡
績
職
工
事
情
」
は
、
こ

の
間
の
事
情
を

つ
ぎ

の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

「
紡
績

工
場

二
於

テ
ハ
昼
夜
交
代

ノ
執
業
方
法

二
依
リ
其
労
働
時
間

ハ
十

一
時
間
又

ハ
十

一
時
間
半

(休
憩
時
間
ヲ
除

ク
)
ナ
ル
ヲ
通

例
ト

ス
而

シ
テ
職

工
ノ
男
女

ヲ
問
ハ
ス
年
齢
ノ
長
幼

二
関

バ
ラ

ス
悉
ク
同

一
二
労
働

セ
シ
ム
ル
ハ
言

ヲ
侯
タ

ス
。

始
業
及
ヒ
終
業

ノ
時
刻

二
就

テ
ハ
昼
業
部

ハ
午
前
六
時

二
始
メ
テ
午
後
六
時

二
終
リ
夜
業
部

ハ
午
後
六
時

二
始

メ
テ
翌
日
午
前
六
時

二

　
　

　

終

ル
ヲ
通
例
ト

ス
」
、

深
夜
業

に

つ
い
て
は
、

「
紡
績

工
場

二
於

テ
ハ
昼
夜
交
代

ノ
就
業
方
法
ヲ
執
ル

コ
ト

ハ
先

二
述

ヘ
タ
ル
処
ノ
如

シ
而

シ
テ
夜
業
部

二
於
ケ
ル
執
業

ハ
所
謂
徹
夜

ハ
ら

　

業
ナ
リ
即
テ
紡
績
職
工

ハ
幼
少
者
ト
云

ハ
ス
婦
女
ト
云

ハ
ス
悉

ク
徹
夜
業
ヲ
ナ

ス
ハ

一
般
ノ
事
実
ナ
リ
ト

ス
」
。

と
述

べ
て
い
る
。

一
日

=

時
間
労
働
と
い
う
の
は
、
か
な
り

の
過
重
労
働

で
あ

る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
当
時

の
綿
紡
績
業

は
、

こ

れ

に
止
ま
ら
ず
、
女
工
に
対
し
て
実

に
昼
夜
継
続
三
六
時
間
も
働
か
せ
た
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
農
商
務
省

の

「
綿
糸
紡
績
職

工

事
情
」
は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

「
蓋

シ
徹
夜
業

ハ

一
般
職

工
ノ
堪

へ
難
キ
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
夜
業

ニ
ハ
鉄
勤
者
多

ク
操
業
上
必
要
ナ
ル
人
員

ヲ
鉄
ク
場
合
多

シ
藪

二
於

テ

カ
昼
業

ヲ
終

ヘ
テ
帰
ラ

ン
ト

ス
ル
職

工
中

二
就
キ
居
残
ヲ
命

シ
遂

二
翌
朝

二
至
ル
マ
テ
ニ
十
四
時
間

ノ
立
業

二
従
事

セ
シ
ム
ル

コ
ト
往

々

ハ
　

　

之

ア
リ

甚

シ
キ

ニ
至
リ

テ

ハ
尚

此
工
女

ヲ

シ
テ
翌

日

ノ
昼
業

二
従
事

セ

シ
メ
通

シ
テ
一二
十

六
時

間

二
及

フ

コ
ト
亦
稀

二
之

ナ

シ
ト

セ

ス
」
。

こ

の
よ

う
な

過
度

の
労
働

は
、

工
場
内

の
非

衛
生

的
環

境

と
並

ん

で
、

女

工

の
健
康

を

破
壊
す

る

こ
と
と
な

っ
た
。

当
時

、
紡
績

女

工

の
な
か

に
は
、

結
核

に
お

か
さ
れ
、

帰
郷

し
、

死
亡
す

る
も

の
が
少

な
く

な

か

っ
た
。

他

方

、

こ

の

こ
ろ

の
製

糸

業

に
お

け

る
労
働

時
間

は
ど

う

か
。
製

糸
業

に
お

い

て
、

綿
紡

績
業

の
よ

う
な
昼
夜

二
交

替
制

は
行
わ

れ
な

か

っ
た
。

し
か

し
、

労
働

時

間

の
延

長
、

深
夜

業

に
よ

る
長
時

間
労
働

に

つ
い
て

は
、

綿
紡

績
業

と

同
じ

よ
う

に
実
施

さ
れ

た
。
た

と

え
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ば
、
明
治
三
七
年

の
大

日
本
蚕
糸
会
報

の

『
長
野
県
製
糸
業

一
班
』
は
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
就
業
時
間
は
各
工
場
共

日
の
出
前
に
始
め
日
没
後
に
終
る
を
常
と
す
故
に
其
時
間
は
時
期
に
よ
り
て
多
少

の
長
短

な
き
に
あ
ら
ず
と

錐
も
概
ね
十
四
五
時
間
を
下
ら
ず

、
而
し

て
糸
況
の
活
発
な
る
と
き
は
更

に
夜
業
を
も
行
は
し
む
る
と
云
ふ
、
故

に
夜
業

の
時
間
を
積
算

せ
ば
十
七
八
時
間

の
長
き

に
及
べ
り
、
労
働
時
間
斯

の
如
く
長
き
が
故

に
食
事
は

一
日
四
回
に
し
て
午
前
七
時
同
十

一
時
午
後
四
時
同
八

時
と
に
於

て
す
而
し
て
食
事
時
間
は
僅

々
五
分
以
外
に
過
ぎ
ず

し
て
其
間
別
に
休
憩
時
間
な
も
の
を
置
か
ず
、
特
に
就
食
時
間
は
振
鈴
を

ハ
ア

レ

以

て
之
れ
を
報
し
工
場

の
左
列
よ
り
初
め
右
列
に
及
ぶ

の
順
序
を
取

り
以

て
食
後
素

に
休
憩
す
る

こ
と
な
か
ら
し
む
」
。

こ
れ

に
よ

る
と
、
「
概
ね
十

四
五
時
間
下
ら
ず
」
と
あ
る
か
ら
、
製
糸
業

に
お

い
て
も
、
過
度
な
労
働
時
間
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
が
わ

か
る
。

以
上
、
わ
が
国
近
代

の
繊
維
産
業

の
う
ち
、
そ
の
中
核
を
占
め
る
綿
紡
績
業
と
製
糸
業
に
お
け
る
長
時
間
労
働
、
深
夜
業

に

つ
い
て
み

て
き
た
。
総
じ
て
、
当
時

の
長
時
間
労
働
と
深
夜
業
は
、
工
場
に
お
け
る
非
衛
生
的
環
境
、
女
工
の
衛
生
知
識

の
欠
如
な
ど
と
結
び

つ
い

て
、
呼
吸
器
、
消
化
器
病
な
ど

の
疾
病
率
を
高
め
た
。

そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
様
相
が

次
第

に
は

っ
き
り
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

く
る
と
、
人
道
主
義

の
観
点
か
ら
、
あ
る
い
は
母
性
保
護
の
面
か
ら
、
労
働
時
間
、
深
夜
業

の
規
制
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会

的
状
況

の
な
か
か
ら
、
後
に
、
わ
が
国
初

の
労
働
者
保
護
法

で
あ
る

「
工
場
法
」
が
成
立
し
て
く
る
こ
と
に
な

っ
た
。

15

(
1

)

隅
谷

三
喜
男

『
前
掲
書
』
、

一
二
九

ー

=

二
〇
頁

(
2
)

た

か
せ
と
よ
じ

『
官
営
富

岡
製
糸
所

工
女
史
料
』
、
た

い
ま

つ
社
、

一
九
七
九
年

、
二

一
〇
頁

(
3

)

た

か
せ
と
よ
じ

『
前
掲
書
』

(
二

一
三
頁
)
は
、
以
上

の
よ
う
に
述

べ

て
お
ら
れ
る

「
富
岡
製
糸
所

の
繰
糸
場

の
建
物
は
棟
が
高
く

つ
く
ら
れ
、

当
時

の
レ
ン
ガ
造

り

の
建

物
と
し

て
は
、
ガ

ラ
ス
窓
が
多
く

つ
く
ら
れ

て
い
る
の
は
、
湯
気
が
建
物

内
に
ま
く

こ
と
を
防

ぐ
目
的
が
あ

っ
た

か
も

知
れ

な

い
が
、

と
く
に
労

働
時
間
を

『
日
出
か
ら

日
没
』
と

い
う
基
本

に
立

っ
て
採
光

に
注
意
を
払

っ
た
結

果
で
は
な

い
か
と
思
う
」

(
4
)

農
商

務
省
商

工
局

『
前

掲
書
』

一
九

頁

(
5
)

農
商

務
省
商

工
局

『
前

掲
書
』

二
四
頁
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(
6
)

農
商

務
省
商

工
局

『
前
掲
書
』

二
六

-

二
七

頁

(
7
)

大

日
本
蚕
糸
会
報

『
前
掲
書
』
三

一
二
頁

却

低
賃
金

(
綿
紡
績
業

お
よ
び
製
糸
業

の
職
工

の
賃
金

に

つ
い
て
は
、
農
商
務
省

の

「職

工
事
情
」
で
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下

こ
れ
に

つ
い

て
概
観
し

て
お
く
。

ま
ず
、
綿
紡
績
業

の
職
工

の
賃
金

の
支
払
方
法

に
は
、
「
日
給
」
と

「
賃
業
給
」
と
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
賃
業
給
は
、
各
職
工
の
生

産

の
結
果
に
よ

っ
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
を
い
う
。

一
般
に
、
男
工
女
工
と
も
、
賃
業
給

で
支
払
わ
れ
る
も

の
が
お
お
い
。

賃
金

の
支
払
期

日
は
、
工
場

に
よ

っ
て
千
差
万
別
で
あ
る
。
毎
月
末

一
回
と
す
る
も

の
、

一
五
と
月
末

の
二
回
と
す
る
も

の
、
な
ど

い

ろ

い
ろ
で
あ

る
。

賃
金
支
払

日
に
、
信
認
積
立
金
、
寄
宿
賄
費
、
社
宅

の
家
賃
、
旅
費
支
度
料
立
替
金
、
と
き
と
し
て
、
過
怠
金
な
ど
が
控
除
さ
れ
る
。

信
認
積
立
金
と
い
う
の
は
、
貯
金
と
保
証
金
の
二

つ
の
性
質
を
も

っ
た
金
銭

の
こ
と
を
い
う
。
過
怠
金
と
い
う
の
は
、
粗
悪
の
製
品
を
作

っ

た
り
、
混
綿

の
調
合
歩
合
を
誤
ま

っ
た
り
、
あ
る
い
は
器
具
器
械

の
取
扱
を
粗
漏
に
し
て
、

こ
れ
を
殿
損
紛
失
し
た
り
し
た
場
合

の
懲
罰

金
で
あ
る
。

賃
金

の
支
払
は
、
工
場
に
よ

っ
て
は
、

い

つ
で
も
現
金

に
引
換
え
ら
れ
る
切
符
で
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

な
お
、
紡
績
工
場
で
は
、
賃
金
の
ほ
か
に
、
職

工
奨
励

の
た
め
に
賞
与
が
支
払
わ
れ

る
。
賞
与

の
種
類
は
、
皆
勤
賞
、
満
期
賞

、
勤
続

賞
、
製
額
賞

(製
品
佳
良

の
場
合
支
払
わ
れ
る
賞

)、
特

別
賞

な
ど
で
あ
。

つ
ぎ
に
、
製
糸
業

の
場
合
は
、
賃
金

の
支
払
方
法
は
、
綿
紡
績
業
と
異
な

っ
て
、
賃
業
給
を
主
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
に

つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
綿
紡
績
業
と
同
じ
で
あ
る
。
問
題
は
、

こ
れ
ら
綿
紡
績
業
と
製
糸
業

の
女
工
の
賃
金
が
、

一
般

に
、
き
わ
め
て
低
い
と
指
摘
さ
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ハ
　

　

れ

て
き

た

こ
と

で
あ

る
。

た

と
え
ば

、
隅

谷
教

授
は

、
女

工

の
賃
金

が

い
か

に
低
賃

金

で
あ

っ
た

か

に

つ
い

て
、
「
そ

の
賃

銀
収

入
を
も

っ

て
し

て
は

女

工

一
人

の
生

活

を
維

持
す

る

の
が

か

つ
か

つ
で
あ

っ
た

こ
と

に

よ

っ
て
明
ら

か
で
あ

る
」

と

い
わ
れ

て
い
都
。

そ

こ
で

、

な
ぜ

女

工
は

低
賃

金

で
あ

っ
た

の
か
に

つ
い
て
検

討

し

て
み

よ
う
。

第

一
に
、

女

工

の
低

賃

金

は
、

企
業

の
低

賃
金

政
策

の
結
果

で
あ

る

こ
と
は
当

然
で
あ

る
が

、

問
題

は
、

そ

の
低
賃
金

水
準

を
決

定
す

る
基
準

が

、
き

わ

め

て
貧

し
い
農
村

の
生

活
水

準

に
求

め
た

と

い
う

こ
と
で
あ

る
。
当
時

、
農
村

の
生

活
状
態

は
、
極

貧

の
状
態

に
あ

り

、

そ

の

こ
と
が

、

一
般

に
女

工

の
低
賃

金

に
反
映

し

て

い

っ
た

と

い

え
よ

う
。

た

と
え
ば

、

「
紡
績

女

工

の
賃

金
が

安

く
、

そ

の
生
活

が

低

か

っ
た

の
は

、

わ

が
農

民

の
収

入
が

少

な
く

、
農

村

の
生
活

が

み
じ

め

で
あ

っ
た

か
ら

で
あ

る
。
」

と
す

る
見
解

も

、

こ

の
考

え

か
た

と

ハ
ヨ

　

一
致
す
る
も

の
で
あ
る
。

第

二
は
、
女
工

の
ほ
と
ん
ど
が
、
家
計
補
助
的
労
働
者
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
正

一
〇
年

=

月

の
東
京
市
に
よ
る

「
女

工
に
関
す
る
調
査
概
況
」

は
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

「
給
料

の
支
途

1
ー

就
職
理
由
が
各
自
に
依

っ
て
、
異
な

る
如
く
給
料

の
支
途
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
中

に
は
給
料
全
部
を
生
計
費

の
補
助
に
充

て
て
了
ふ
者
あ
り
、
貯
金
し
て
嫁
入
仕
度

の
準
備
を
為
す
も

の
や
、
子
女

の
養
育
費
に
充

て
る
者
等
あ

っ
て
、

一
様
に
は
云

は
れ
な
い
が
、
千
八
百
八
十
三
人

の
女
工
に
就
い
て
、
其

の
支
途
を
平
均
し
て
見
る
と
、
給
料
、
二
十
六
円
十
七
銭
の
六
割
九
分
四
厘
即

ち
、
十

八
円
十

六
銭
を
生
計
費

に
、

一
割

二
分

八
厘
、

三
円
三
十
六
銭
を
貯
金
に
、

一
割
七
分
九
厘
、
四
円
六
十
銭
を
小
遣

に
消
費

し
て

ハ
イ

　

居

る
様

で
あ

る
」
。

こ
れ

に

よ
る

と
、

家

計

補
助

者

と

し

て

の
女

工
が

い
か

に
お

お

い
か
が

わ

か
る
。

と

こ
ろ

で
、

こ

こ
で
い

う

「
家
計

」

と

は
、

「
家
」

の
家

計

で
あ

っ
て
、

「
世
帯
」

の
家
計

で
は

な

い
。

し
た
が

っ
て
、
家

計

補
助

と

い

う
意

味

も

、

「
家

」

を

前

提

と

し

た
考

え

か
た

に

た

っ
て
い
る
。

こ

の
考

え

か

た

に
た

っ
て
、
女

工

の
賃
金

を

決
定

す

る
場

合
、

そ

の
女

工

の
属

し

て
い

る

「
家
」

の
家

計

の
如

何

に
よ

っ
て
個

々
的

に
き

め
ら
れ

た
わ

け

で
あ

る
。

と

こ
ろ

が
、

当
時

の
農
家

は
貧

し
く

、
生

活
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程

度

も

低
く

、

一
人

当

り

の
支

出
額
や
補

足
額

も
ご

く

少
な

い
。

こ

こ
に
、
女

工

の

「
家

計
補

助

的
」

低
賃

金

が
生

ま
れ

て
き

た
。

こ

の

こ
と
は

、

女

工

の

「
家
計

補

助
的

」
低
賃

金

は
、

「
家
」

の
家

計

の
如
何

に
よ

っ
て
評
価

さ

れ
た
も

の
で
あ

っ
て
、

「
労
働

の
対
償

」

と

し

　
ら

　

て
評
価
さ
れ
た
も

の
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上

の
二
点
が
、
女
工
の
低
賃
金
を
生
み
だ
す
主
要
な
理
由
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
女
工
の
低
賃
金
も
、
大
正
期
に
入
る
と
、
大
戦
後

の
好
景
気
に
よ

っ
て
賃
金

の
増
額
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か

し
、
反
面
、
物
価

の
高
騰
が
賃
金
上
昇
を
上
ま
わ
り
、
や
が

て
労
働
組
合
組
織

に
よ
る
賃
上
げ
要
求
が
活
発
化
し
た
。

(
1
)

綿
紡
績
業
と
製
糸
業

の
女
工
の
賃
金
に

つ
い
て
は
農
商
務
省
商
工
局

『
前
掲
書
』
七
二
頁
以
下
を
参
照
。

(
2
)

隅
谷
三
喜
男

『前
掲
書
』

一
九

一
頁

(
3
)

飯
島
幡
司

『前
掲
書
』
四
四

一
頁

(
4
)

東
京
市
社
会
局
編
纂

『
婦
人
の
自
立
の
道
』
東
京
市
役
所
、
『
近
代
婦
人
問
題
名
著
選
集
』
続
編
第
七
巻
、
附
録

「第

一
女
工
に
関
す
る
調
査

概
要
」
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
七
年
、

一
四
八
頁

(
5
)

三
瓶
孝
子

「
日
本

に
お
け
る
婦
人
労
働
の
歴
史
」
ー

婦
人
労
働
運
動
史

、
大
河
内

一
男

.
磯
田
進

『婦
人
労
働
』
講
座
、
労
働
問
題

と
労
働

法
第

六
巻
、
弘
文
堂
、
昭
和
三
七
年
、
三

五

-

三
七
頁

幻

女

工
の
疾
病

(
繊
維
産
業

の
急
激
な
発
展

の
か
げ

に
、
女
工
の
疾
病
問
題
が
惹
起
し
て
き
た
。
明
治

の
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
肺
結
核
罹
患
を
含

む
女
工

の
疾
病
問
題
に
、
世
間
か
ら
大
き
な
関
心
が
も
た
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

つ
ぎ

の
表
14

の

「
紡
績
工
場
寄
宿
女

工
病
類
年
別
表
」
お
よ
び
、
表

15

「
紡
績
工
場
寄
宿
女
工
病
類
摘
要
年
別
表
」
は
、
農
商
務
省

の

　
ユ

　

「
綿
糸
紡
績
職
工
事
情
」

に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
明
治
三
〇
年
代

の
女
工
の
疾
病
に

つ
い
て
伝
え
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ

に
よ
る
と
、
紡
績
女
工

の
疾
病
と
し

て
、
呼
吸
器
病
、
消
化
器
病
、
眼
病
、
関
節
病
、
生
殖
器
病
な
ど
が
お
お
い
。
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表
14

紡
績
工
場
寄
宿
女

工
病
類
摘
要
年
別
表

年

度病類

明
治
三
十
二
年

明
治
三
十
三
年

明
治
三
十
四
年

明
治
三
十
五
年上半期

計

傳

染

性

病

一
、

〇

九
五

二
、
五
二
三

二
、

四
二

二

四
二
三

六
、

四
六
三

発

育

及

栄

養

的

病

七
六
二

一
、

〇
二

二

一

、
一

八

三

一

六

二
、

九
八
三

皮

膚

及

筋

肉

病

一

七
一

八
一

五

六
九
五

一

二
四

一
、

八

〇
五

血

行

器

病

三
八

一

五
七

一

〇
一

四
三

三
三
九

骨

及

関

節

病

二
二
九

九
九
三

八
二
七

二
三
四

二
、
二
八
三

神

経

系

及

五

官

器

病

七
五
五

二
、
七
三
八

二
、
一

六

四

五
七
二

六
、
二
二

九

呼

吸

器

病

一

、

七
一

九

五
、
一

九
二

五
、

二一
二

九

一
、

三

八

八

=
二
、

五
三

八

消

化

器

病

二
、
二

〇
〇

六
、
一

四

七

六
、

五

八
】

一

、

三
一

七

一

六
、

二

四
五

泌

尿

及

生

殖

器

病

=

九

四

=
二

四
二
九

一

四
五

一

、
一

〇

六

外

襲

性

病

=
二
八

七
一

一

】
、

〇
六

六

一

五
三

二
、

〇
六
八

中

毒

症

1

一

1

一

二

病

症

不

詳

1

二

三

四

一

八

再

掲

負

傷

八
五

五
五
八

八
四
八

一

八

四

一
、

六

七

五

再

掲

肺

結

核

八
八

二
六
二

二
五
二

五
〇

六
五
二

計

七
、
二

二
六

二

〇、

七
二
三

二

〇、

七
一

〇

四
、

四
二

〇

五
三
、

〇
七
九

一

工

場

平

均
寄
宿

女
工

数

四
七
五
・

六
七

五

〇
一

・

七

四

四
二
六
・

三
三

四
二
一

・

七

五

四
五
八
・

四
二

一

工

場
一

ケ

月

平
均
患
者
数

二

〇
〇
・

七
二

七
五
・

〇
八

六
三
・

九
二

三
六
・

八
三

七
〇
・

八
七

同

百

分

比

例

四

二
・

二
三

一

四
・

九
六

}

四
・

〇

六

八
・

七

三

一

五
・

四
六

統
計
ヲ

取
リ

タ
ル
工

場

数

三

二
三

二
七

二
〇

出所:農 商務省 「36年綿糸紡績職工事情」



表

15

紡
績
工
場
寄
宿
女
工
病
類
摘
要
年
別
表

20

年

別病類

明
治
三
十
二
年

明
治
三
十
三
年

明
治
三
十
四
年

明
治
三
十
五
年前半期

計

肺

結

核

八
四

二
〇
四

二
三
四

四
五

五
六
七

気

管

支

加

答

児

四
六
九

一
、

四

四

四

一
、

四

〇

八

一

九

三
、

九
四

〇

胃

及

腸

加

答

兇

一

、

〇

五
一

三
、
一

五

六

三
、
一

九
一

九
六
六

八
、

三
六

四

花

柳

病

二

一

二

四

一

〇
五

二
〇

二
六
〇

濾

胞

性

結

膜

炎

一

〇

三
五
九

一

五
八

一

〇
三

六
三
〇

穎

粒

性

血

膜

炎

九
五

六
六
六

五
四
二

二
九
六

一
、

五

九

九

脚

気

一

九
一

四
八
五

五
六
五

一

二

二

一
、

三
六

三

疵

癬

五

二
八

一

三

1

四
六

懊

麻

質

斯

九
〇

三
二
一

三
〇
五

九
七

八

=
二

流

行

性

感

冒

一

七
六

五
一

五

六
九
六

二
〇
三

一
、

五

九

〇

患

者

総

数

四
、
二
七
九

一

二
、
一

四
二

一

二
、

五

四
一

四
、

〇
七
四

三
三
、

〇
三
六

一

工

場

平
均

寄
宿
女
工

数

四
六
七
・

○
○

四
三
一

・

七

九

三
八
四
・

〇
八

四
〇
〇
・

八
三

四
一

一

・

九

五

統
計
ヲ

取
リ
タ
ル

工

場
数

二

二
〇

二
三

一

七

1

出所:農 商務省 「36年綿糸紡績職工事情」

 

つ
ぎ

に
、

女

工

の
疾

病

の
う
ち
、
「
肺
結

核
」

あ

る

い
は

「
結
核

の
疑

い
が

あ

る
も

の
」

に

よ
る
死
亡

が
も

っ
と
も
お

お

い
。

し
か
し
、

こ
れ

に

つ
い

て

の
紡

績
連

合
会

の
報

告

で
は
、
統

計

上
き

わ

め

て
少

な

い
も

の
と
な

っ
て

い
る
。

た

と
え
ば

、
明

治

二
九
年

一
〇

月
か
ら

三
〇

年

九

月

に
お

け

る
全

国

紡
績

工
場

の
罹
病

者

四

四
、
二
七
〇

人
中

、

死
亡

し

た
者

二
四

七
人
、

つ
ま
り

○

.
五
%

に
し

か
達

し

て
い

な

い
。

な
ぜ

、

こ

の
よ

う

な
結

果

に
な

る

の
で
あ

ろ

う
か
。

そ

の
理

由

に

つ
い

て
、

「
綿

糸

紡
績
職

工
事
情

」

は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
伝

え

て
い
る
。



「
蓋

シ
職
工
力
不
治
ノ
症

二
罹

ル
カ
若

シ
ク

ハ
重
患

二
陥
リ
危
殆

二
瀕

ス
ル

ニ
及

ヘ
ハ
旅
費

ヲ
與

へ
附
添
人

ヲ
附

シ
テ
之

ヲ
故
郷

二
送

還

ス
ル
カ
或

ハ
故
郷
ノ
父
兄
ヲ
呼
寄

セ
テ
患
者

ノ
引
渡

ヲ
ナ

ス
ハ
工
場

一
般

ノ
風
習
ナ
リ
ト

ス
去

レ
ハ
此
ノ
如
キ
患
者

ニ
シ
テ
途
中
或

ハ

故
郷

二
死
亡

ス
ル

コ
ト
ア
ル
モ
工
場

ニ
テ
死
亡

セ
サ
ル
カ
故

二
之

ヲ
工
場
死
亡
統
計

二
加

ヘ
サ
ル
ナ
リ
是

レ
工
場

ニ
テ
調
整

シ
タ
ル
統
計

ハ
　

　

二
於

テ
死
亡

数

ノ
少

ナ
キ
所

以

ナ
リ

」
。
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表16疾 患帰郷死亡者工場 別比較

21

業

務

別

生

糸

帰

郷

者

一
万

人

に

対

す

る

疾

患

帰

郷

死

亡

者

一
四
五
人

事

由

判

明

帰
郷

者

一
万

人

に

対

す

る

疾

患

帰

郷

死

亡

者

一
九

一

患
厨

核

三
九
0

 

結
核
の
疑
い
の
あ
る
も
の

脚

気

一1-一 一一

三

一
五

疾

二
四

田
目そ

の1腸

他i病

織

物

紡

績

]
九

四
人

五

二

人

二
六
九

六
七
〇

三
五
五

三
〇
五

五
〇

/Z
四

八

 

九

一

四1ニ
ー}九

__」____

計

 

疾

患

帰

郷

死

亡

者

実

数

九

六
三

一
二
三

暮

ゆ
L
1

二
九
五

」
四

一

五
五
九

出所:石 原修 「女工 ノ衛生学的観察」より作成

こ
の
よ
う
な

工
場

側

の
事

情

に
よ

り
、

結
果

的

に
は
、

女

工

の
疾
患

帰

郷
死

亡
数

を
増

大
す

る

こ
と

に
な

っ

た
。そ

こ
で
、
石
原

修
氏

は
、

明
治

四

三
年
現
在
で
、
生
糸
、
織
物

、
紡
績

、

そ

の
他

に
お
け

る
女

工

の
疾

患
帰

郷

死
亡
数

に

つ
い

て
、
表

16

の
よ
う

に
、

ハ
ヨ

　

調
査

、
報
告

し

て

い
る
。

表

16

に
よ
る

と
、
生
糸

、
織

物

、

紡
績

と
も
、

女

工

の
疾
患

帰

郷
死

亡

⑳
原

因
と

し

て
、
結

核

お
よ

び
結

核

の
疑

い

に
よ
る
死

亡
が

圧
倒

的

に
お

お
い
。

こ
の
う
ち
、
結
核

に

つ
い
て
、

業
務
別
に
み
て
い
く
と
、
紡
績
が
も

っ
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と
も

お
お

く
、

四
割

四
分

を
占

め
、

続

い

て
、

生
糸

が

三
割
九

分
、
織

物

三
割

六
分

と
な

っ
て
い
る
。

以
上

、
綿

紡

績

の
女

工

の
疾

病
を

め
ぐ

っ
て
、
呼

吸

器
、
消

化
器

、
眼

、
関
節

、

生
殖

器

の
疾

病
が

お
お

い
こ
と
、

ま
た

結
核

に

つ
い

て
は
、

繊
維

産

業

の
な

か

で

は
圧
倒

的

に
お
お

い
こ
と

に

つ
い

て
み

て
き

た
。

他
方

、
製

糸

の
女

工

の
疾

病

に

つ
い

て
は
、

ど
う

か
。
農

商
務

省

の

「
生

糸
職

工
事

情
」

に
よ
る

と
、

紡
績

女

工

と
同
様

、
製

糸
女

工

に
も
消
化

器
病

が

き
わ

め

て
お
お

い
と
伝

え

て
い
る
。

こ

の
ほ
か
、
製
糸

女

工

の
場
合

は
、
消

化
器
病

に
次

ぐ
も

の
と
し

て
、
生
殖

器
病
、

痔

疾
な

ど
が

お
お

い

と
さ
れ

て
い
る
。
ま

た
、
製
糸

女

工
特
有

の
疾
病

と
し

て
、
手

頭
靡
欄

、
湿
疹

の
疾
病
が

あ

る
と
伝

え
ら
れ

て

い
る
。

こ
れ

は
、
製

糸

の
女

工
は
終

日
指
を

温
湯

に
入

れ
る

た

め
、

指
が

白

色

に
変

じ
靡

燗

を
生

じ
、
終

に
湿
疹

を
起

す

た

め

で
あ

る
と

さ
れ

て

ハ
る

　

い
る
。

製
糸

女

工

の
結
核

に

つ
い
て
は
、
す

で
に
み

て
き

た
よ

う

に
、
紡
績

女

工

に
次

い
で
第

二

の
位

置

に
あ

る
。

し

か
も

、

そ

の
割

合
は
、

あ

ま

り
紡
績

女

工

と
大

差
が

な

い
。

つ
ぎ

に
、
綿

糸

紡
績

と
製
糸

紡
績

に
お

け
る
女

工
の
疾
病

の
原

因

に

つ
い
て
、
検
討

し

て
み
た

い
。

女

工

の
疾
病

の
原

因

に

つ
い

て
は
、

綿

糸

・
製

糸

と
も

一
様

で

は

な

い
。

い
ろ

い
ろ

な
原

因
が

重

な

り
合

っ
て
、
疾

病

を
発

生

さ

せ

て
い
る
。

こ

こ
で

は

、
「
綿

糸
紡

績
職

工

ハ
　こ

事
情
」

や

「
生
糸
紡
績
職
工
事
情
」
な
ど
に
基
づ
い
て
、
そ
の
主
な
原
因
を
列
挙
す
る
こ
と
に
す
る
。

第

一
に
、
女
工

の
労
働
形
態

に
問
題
が
あ

る
。
「
綿
糸
紡
績
職
工
事
情
」

に
よ
る
と
、
紡
績
女
工
は
、
終

日
同

一
の
器
械

に
立

っ
て
、

き
わ
め

て
単
調
な
作
業

に
従
事
し
、
し
か
も
休
憩
時
間
が
少
な
く
、
食
後
直
ち

に
就
業
す
る
の
で
、
消
化
器
病
を
起
す
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
終
日
の
立
作
業
は
、
関
節
病
、
生
殖
器
病

の
原
因
に
な

っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
点
、
「
生
糸
職
工
事
情
」
も
、
繰
糸
工
女
は
、

長
時
間
座
席
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
疎
食

に
加
え
、
食
事

の
さ

い
ほ
と
ん
ど
休
憩
が
な
い
た
め
に
、
消
化
器
病
を
起
こ
し
て
い
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
繰
糸
女
工
に
、
生
殖
器
病
や
痔
疾
が
お
お
い
原
因
と
し
て
、
「
操
業

ノ
際
木
製
ノ
小
ナ
ル
腰
掛

二
終
日
殆

ン
ト
間
断
ナ
ク

腰
掛
ケ
居
ル
ヲ
以

テ
下
半
身

ノ
冷
却

ヲ
来

タ
ス
冬
季

ニ
ハ
足
部

二

一
種

の
霜
焼

ケ
ヲ
生

シ
膝
関
節
以
下

ハ
午
後

ニ
ハ
紫
色
ヲ
呈

ス
ル
ヲ
常
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ト

ス
」

と
伝
え
て
い
る
。

第

二
に
、

工
場

の
施
設

・
環
境
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
綿
糸
紡
績
職
工
事
情
」

に
よ
る
と
、
呼
吸
器
病

、
肺
病
、
肋

膜
炎
な
ど

の
原
因
と
し
て
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「
栄
養
不
良
ノ
モ
ノ
多

シ
加

フ
ル

ニ
工
場

ニ
ハ
屑
綿
塵
埃

ノ
飛
散

ス
ル

コ
ト
己
甚

シ
キ
モ
操
業
上
通
風
ヲ
忌
ム
カ
故

二
窓
戸

ハ
常

二
之

ヲ
密
閉

シ
他

二
換
気
ノ
装
置

ヲ
設
ケ
サ
ル
ヲ
以
テ
空
気

ノ
不
潔
ナ
ル

コ
ト
甚

シ
ク
其
他

温
度
湿
度

ノ
関
係

ニ
ヨ
リ
身
体

ヲ
害

ス
ル

コ
ト
甚

シ
ク
」

ま
た
、
塵
埃
を
含
め
、
空
気
温
度
光
線
な
ど

の
関
係

に
よ
り
、
眼
病

に
罹
る
者
も
お
お
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
工
場

の
施

設

や
環
境

に

つ
い
て
、
「
何
人
も
紡
績
工
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た
程

の
者

は
そ

の
甚
し
き
綿
屑

と
塵
埃
に
驚
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
元
来
、
紡

績

工
場

の
特
質

と
し
て
操
業

上
通
風
を
忌
む
が
故
に
換
気

の
装
置
は
全
然
な
い
。
炎
天
下
百
度
を
超
ゆ
る
時

に
あ

っ
て
も
僅

か
に
屋
根
裏

の
小
窓

を
開
く

に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

る
。
が
薙

に
重
大
な
こ
と
は
、
此

の
極
端
な
る
塵
埃

(或
る
職
場

の
如
き
三
尺
離
れ

て
は
人

の
顔
を

は

っ
き
り
見
分
け
る
事

は
出
来
な
い
時
が
往

々
に
あ
る
)
中

の
労
働
が
如
何
な
る
影
響
を
女
工
の
身
体
に
齎
す
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
」

ハ
ミ

　

と
い
う
状
況
報
告
も
み
ら
れ

る
。

第
三

に
、
徹
夜
業
、
深
夜
業
が
問
題

で
あ
る
。
製
糸
女
工
に
お
い
て
は
、
労
働
は
昼
業
を
主
と
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
紡
績
女
工
に

お
い
て
は
、
過
度
な
長
時
間
労
働

に
加

え
、
深
夜
業
は
き
わ
め
て
お
お
く
行
わ
れ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
深
夜
業
は
反
生
理
的
な
労
働

で
あ
り
、
生
命
力

の
再
生
産

に
必
要
な
睡
眠
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
が
、
く
り
返
し
行
わ
れ
る
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
耗
し
、
疲
労

の
蓄
積
、
体
重

の
減
少
と
い
う
結
果
を
発
生
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
深
夜
業
が
、
女
工
の
疾
病

の
主
た
る
原
因
で
あ
る
こ
と
は
、
お
お
く

の
識
者
が
指
摘

し
て
き
た
。

第

四
に
、
女

工
の
衛

生
知
識
が

不
充
分
で
あ

っ
た

こ
と
も
、
疾
病

の
原
因

の

一
端
を
な
し
て
い
る
。

こ
れ

に

つ
い
て
、
「
綿
糸
紡
績
職

工
事
情
」
は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
伝
え

て
い
る
。
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「
紡
績
職

工
ノ
衛
生
充
分
ナ
ラ
ス
従
ツ
テ
病
者
ノ
多
キ

コ
ト

ニ
就
キ

テ
職
工
自
身

モ
亦
責
任

ヲ
分

タ
サ
ル
可
ラ

ス
抑

モ
紡
績
職
工
ノ
多

数

ヲ
占

ム
ル
所

ノ
女

工

ハ
普
通
教
育

ヲ
サ

へ
受
ケ
タ
ル
者
少
ク
加

エ
細
民

ノ
子
女
ナ
ル
カ
故

二
衛
生
ノ
何
者

タ
ル
ヲ
知

ラ
ス
衣
服
住
居
ノ

清
潔

ヲ
保

ツ
コ
ト
ヲ
忘

レ
其
常
食

ノ
粗
悪
ナ
ル
カ
上

二
時

々
買
喰

ヲ
ナ

シ
テ
ハ
消
化
器
ヲ
害

シ
」

ハ
　

　

と
あ

る
。

以

上
、

女

工

の
疾
病

に

つ
い

て
、

そ

の
主
な

原

因
を

列
挙

し

て
き

た
。

し
か
し
、

す

で

に
述

べ
た

よ
う

に
、

女

工

の
疾
病

の
原
因

は
、

け

っ
し

て

一
様

で
な
く

、

い
ろ

い
ろ
な
要
素

が

重
な

り
合

っ
て
疾
病

を
発

生

さ
せ

て

い
る
と

み
る

こ
と
が

で
き

る
。

し
か

し
、

右
に

み
て

き

た

主
要

な
原

因

の
ほ
と

ん
ど

は
、

企
業
側

の
過

激

な
自

由
競
争

の
弊
害

に
由

来
し

て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
女

工

の
疾
病

の
原

因

の
ほ

と
ん
ど

は

、
企
業

側

の
責
任

に

こ
そ
求

め

な
け
れ
ば

な

ら
な

い
。

も

と
よ

り
、

こ
の
よ
う
な

女

工

の
労
働

状

態

に

つ
い

て
、
何

ら

の
保
護

立

法

を
制
定

す

る

こ
と

な
く

、

た
だ
放

置

し

て
い
た

国
家

の
責
任

も

ま
た

問
題

と
さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

　 　 　 .--.　 　 　

7654321

農
商
務
省
商
工
局

『
前
掲
書
』
九
八
ー

一
〇
〇
頁

農
商
務
省
商
工
局

『前
掲
書
』

一
一
一
頁

石
原
修

「女
工
の
衛
生
学
的
観
察
」
、
『
日
本
婦
人
問
題
資
料
集
成
』
第
三
ー
労
働
、
ド
メ
ス
出
版
、
昭
和
五
八
年
、

農
商
務
省
商
工
局

「生
糸
職
工
事
情
」
、
『前
掲
書
』

一
八
九
頁

農
商
務
省
商
工
局

「綿
糸
紡
績
職
工
時
事
情
」
、
「生
糸
紡
績
職
工
事
情
」
『
前
掲
書
』
九
四
頁
お
よ
び

一
八
九
頁

帯

刀
貞
代

『
日
本
労
働
婦
人
問
題
』
ド
メ
ス
出
版
、

一
九
八
〇
年
、
三
四
頁

農
商
務
省
商
工
局

「綿
糸
紡
績
事
情
」
、
『
前
掲
書
』

一
〇
九
頁

二
五
三
頁
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概
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↓

明
治
期

の
労
働
運
動

(
慶
応
三
年

一
〇
月
将

軍
徳
川
慶
喜

の
大
政
奉
還
、
同
年

一
二
月
の
明
治
天
皇

の
王
政
復
古
宣
言
、
同
四
年
江
戸
幕
府

の
倒
壊
を
経
て
、

明
治
新
政
府
が
成
立
し
た
。

明
治
新
政
府
は
、
そ

の
後
、
廃
藩
置
県
、
地
租
改
正
な
ど

一
連

の
政
治
改
革
を
行
な
い
、
明
治

二
二
年

二

八
八
九
年
)
議
会
開
設
、

明
治
憲
法
制
定
を
経

て
、
天
皇
制
を
中
心
と
し
た
中
央
集
権
的
絶
対
主
義
体
制
を
確
立
し
た
。

他
方
、
新
政
府

は
、
先
進
世
界
市
場

へ
の
仲
間
入
り
を
目
標
に
、
富
国
強
兵

・
殖
産
興
業
政
策
を
積
極
的
に
断
行
し
、
近
代
資
本
主
義

国
家

の
確
立
を
図

っ
て
い

っ
た
。

こ
の
う
ち
、
殖
産
興
業
政
策

に

つ
い
て
、
綿
業
か
ら
み
る
と
、
最
初
、
鹿
児
島
紡
績
所

二

八
六
七
年
)
な
ど

の
藩
営
事
業
を
先
駆
と

し
て
、
富
岡
製
糸
場

二

八
七
二
年
)
堺
紡
績
所

(
一
八
七
二
年

)
な
ど

の
官
業
事
業
を
創
設
し
、
海
外
技
術

の
導

入
と
繊
維
産
業

の
興

隆
を
図

っ
て
い

っ
た
。

こ
れ
ら

の
官
営
事
業

の
お
お
く
は
、
赤
字
で
あ

っ
た
が
、
海
外
技
術
を
積
極
的

に
日
本
に
移
植
し
た
こ
と
は
、
そ

の
後

の
わ
が
国

の
資
本
主
義
的
近
代
産
業

の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

そ

の
後
、
官
営
事
業

の
民
間
払

い
下
げ
な
ど
を
経

て
、
や
が

て
民
営

の
紡
績
業
が
創
設
さ
れ
、
発
展
し
て
き
た
。
な
か
で
も
、

一
八
八

二
年

、
渋
沢
栄

一
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
た
大
阪
紡
績
会
社
は
、
規
模

・
内
容
と
も
に
先
進
綿
業
国
の
イ
ギ
リ

ス
に
も
劣
ら
な
い
近
代
的
大

規
模

工
場
で
あ

っ
た
。
こ
の
大
阪
紡
績
会
社

の
設
立
と
発
展
は
、
わ
が
国

の
近
代
的
繊
維
産
業

の
先
駆
的
役
割
を
果
た
す
も

の
で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
大
阪
紡
績
会
社
を
契
機
と
し
て
、

一
八
八
六
年
か
ら
八
九
年

に
か
け
、
三
重
紡
績
、
天
満
紡
績
、
平
野
紡
績
、
尾
張
紡
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績
、
浪
華
紡
績
、
鐘
淵
紡
績
な
ど
近
代
紡
績
会
社
が
あ

い

つ
い
で
設
立
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
繊
維
産
業

の
発
展
は
、
必
然
的
に
お
お
く

の
賃
労
働
者
を
発
生
さ
せ
、
労
働
問
題
を
生
成
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
当
時

の

労
働

問
題

の
生
成
は
、
そ

の
ま
ま
労
働
運
動
の
発
展
を
促
す
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
明
治
初
期
で
は
、
力
強

い
組
織
的
な
労
働
運
動
は
み

ら
れ
な
か

っ
た
。
そ

の
最

大
の
理
由
は
、
繊
維
産
業
部
門

の
労
働
者

の
う
ち
、
約
九
割
が
女
子
労
働
者
で
占
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
女
子
労
働
者

の
ほ
と
ん
ど
は
、
例
外
な
く
農
村
か
ら

の
出
稼
ぎ
労
働
者

で
あ

っ
た
。
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
期

の

産
業

の
基
幹
は
、
紡
績
業
、
製
糸
業
、
織
物
な
ど
の
繊
維
産
業
で
あ
ゆ
、

こ
の
部
門

に
農
村
か
ら

の
出
稼
ぎ
女
子
労
働
者
が
圧
倒
的
で
あ

っ

た
と
い
う

こ
と
は
、
明
治
期

の
労
働
運
動

の
発

展
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

明
治
期

に
お

い
て
、
労
働
運
動
が
本
格
的

に
発
展
し
て
く
る

の
は
、
明
治
三
〇
年
前
後

か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
前
に
お
い

て
、
労
働
運
動

の
発
生
が
み
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
新
技
術

の
導
入
に
不
安
を
感
じ
て
蜂
起
し
た
鉱
山

の

土
着
民

の
暴
動

(
明
治

二
、
四
年
生
野
鉱

山
、
五
年
佐
渡
鉱
山
、

=

年
院
内
鉱
山
等
)
、
炭
坑

に
お

い
て
極
端
な
強
制
労
働
に
従
事
さ

せ
ら
れ
た
窮
民
や
因
徒

の
蜂
起

(
三
、
五
、

一
一
、

=
ご
、

一
六
各
年

の
高
島
炭
坑
、

一
六
、

一
七
年

の
三
池
炭
坑
等

)、
問
屋
資
本

の

支
配
下
に
お
か
れ

た
家
内
職
人

の
反
抗

(
二

一
年
長
崎

煙
草
職
人

の
同
盟
罷
工
)。
親
方
、
請
負
人
等

の
支
配

の
も
と
に
次
第

に
賃
労
働

者
化
し
て
い

っ
た
職
人
層

の
反
抗

(
一
五
年
和
歌
山
木
挽
工
の
材
木
商
人
に
対
す
る
反
抗
、

二
四
年
東
京
山岡
石
工
の
同
盟
罷
工
等

)
な
ど

ハ
ユ

　

の
労
働
運
動
が
発
生
し
て
い
る
。

明
治
三
〇
年
以
前

の
労
働
運
動
の
な
か
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
女
子
に
よ
る
労
働
運
動
も
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
古
く
は
、
明
治

一
四
年
久
留
米
耕
織
女
工

の

「
紺
屋
ボ
イ

コ
ッ
ト
事
件
」
が
あ
る
。

こ
の
事
件

の
原
因
や
経
過

に

つ
い
て
は
、
『
東
京
経
済
雑
誌
』

(第
七

〇
号
)
は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「
緋
織
屋
と
紺
屋
と

の
間

に
紛
転
起
れ
り
。
此
地
方

の
女
子
は
餅
を
織
る
こ
と

一
般
の
業
な
る
に
此
程
紡

の
景
気
宜

し
き
よ
り
紺
屋

が
申
合
せ
、
是
ま
で
締
目
十
匁
の
染
代
三
銭
二
厘
な
り
し
を
四
銭
に
極
め
た
り
。
之
を
織
屋
等
大

に
難
渋
に
思

ひ
去
る

一
日
大
会
議
を
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開
き
た
る
に
、
集
る
も

の
婦
女

四
百
六
十
余
人

に
し
て

『
物
品
を
安
く
し

て
且

つ
精

し
に
、
益

々
物
産
を
盛
な
ら
し
む
る

こ
そ
御
上
の

主
意
な
る
に
、
斯
く
染
代

の
直
を
揚
る
時
は
到
底
安
く
す
る
こ
と
出
来
難
し
』
と
主
張
し
、
此
日
は
廿
日
間
餅
織
を
止
め
、
紺
屋

の
藍

を
だ
ら
せ
さ
せ

て
彼
を
困
め
ん
こ
と
に
決

せ
り
。
斯
て
再
び
五
日
に
寄
合
し
た
る
に
此

日
は
八
百
余
人
な
り
し
が
、
協
議
整
は
ず
会
場

湧
く
が
如
く
し

て
遂
に
夜
を
徹

し
た
り
。
郡
吏
は
之
を
説
諭
し
て
漸
く

四
十
人

の
総
代
を
残
し
た
る
に
、
此
総
代

の
日
う
様

『
緋
は
当

地
第

一
の
事
業
な
れ
ば
此
度

の
件
は
妾
ら

一
身

の
為
な
ら
ず
、

一
般

の
盛
衰

に
係
る
こ
と
故
仮
令
妾
ら
身

に
重
罪
を
受
る
も
敢

て
避
る

と

こ
ろ
に
あ
ら
ず
』
と

の
意
気

込
な
り
き
。
此
地
の
千
年
社

(緋
織
屋

)
及
仲
買
人
は
此
景
気
よ
き
時

に
斯
る
大
事
起
ら
ば
物
産

の
伸

縮

に
関
す
る
と

て
緑
藍
社

(紺
屋

)
と
織
女
工
と
の
間

に
尽
力
し
た
る
も
効
な
く
、
遂

に
新
緑
藍
者
を
立

て
之

と
競
争
せ
し
め
ん
と
決

　
　

　

定
し
た
れ
ぼ
、
是
に
て
餅
織
女

工
の
集
合

の
目
的
も
達
し
、
且

つ
双
方
相

ひ
競
争
し

て
益

々
此
地
産
業

の
隆
興
を
成
す

に
至
ら
ん
。
」

明
治

一
九
年
を
画
期
と
し
て
、
紡
績
業
が
飛
躍
的
に
発
展
し
、

こ
れ
に
と
も
な

い
紡
績

工
場
に
お
け
る
労
働
争
議
が
発
生
し
て
き
た
。

資
料

『
山
梨
労
働

運
動
史
』

に
よ
る
と
、
明
治

一
九
年
に
、
製
糸
業

の
組
合
規
約
を
め
ぐ

っ
て
、
実

に
四

つ
の
同
盟
罷
業
と

一
つ
の
職
場

ハ
ヨ

　

放
棄
が
行
わ
れ

て
い
る
。

ま
ず
、

同
年
六
月
に
、
わ
が
国
最
初

の
女

工
労
働
争
議
と
し
て
名
高

い
甲
府

の

「
雨
宮
製
糸
争
議
」
が
あ
る
。

こ
の
争
議
は
、
次
項
で

詳
し
く
み
る
が
、
工
場
主
が
同
盟

の
規
約
に
基
き
き
び
し
く
取
締

っ
た

こ
と
、
朝

四
時
三
〇
分
に
出
場
、
七
時
三
〇
分
退
場
で

一
五
時
間

中
、
中
食
三
〇
分
、
実
働

一
四
時
間
半

で

一
般
よ
り
三
〇
分
間
多
か

っ
た
こ
と
、
遅
出
早
退
工
女

の
賃
金
は
容
赦
な
く
差
引
か
れ
た
こ
と
、

工
女

の
賃
金
は

一
日
上
等
に
て
三

二
、
三
銭

で
あ

っ
た
が
、

二
二
、
三
銭
と

一
〇
銭
も
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
不
平
不
満
の
原

因
と
な
り
、

つ
い
に
百
余
名

の
女
工
た
ち
が
寺
院
に
集
合
し
て
完
全
同
盟
罷
業
を
行

っ
た
も

の
で
あ
る
。

続

い
て
、
同
じ
月
に
、
甲
府

の

「
海
老
舎

の
工
女
逃
亡
事
件
」
が
起

こ

っ
て
い
る
。

こ
の
事
件
は
、
海
老
舎
が
紡
績
事
業
を
始
め
る
た

め
に
松
本
地
方
よ
り
工
女

二
〇
名
を
募
集
し
操
業
を
開
始
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
生
糸
組
合
の
組
合
に
基
づ
き
ぴ
し
ぴ
し
と
処
置
し
た
た

め
、

工
女
等
は
重
労
働

に
耐
え
か
ね
遂

に
相
談

の
上
、
職
場
放
棄
、
逃
亡
し
た
も

の
で
あ
る
。
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ま

た

、
同

じ
月

に
、
甲

府

の

「沢

野
井

製
糸

ス
ト
」

も

発

生

し

て
い
る
。

こ
の

ス
ト

は
、
沢

野
製

糸

の
工
女

、

四
、

五
〇

名
が

、
労
働

時

間

の
伸

長

、
賃

金

低
下

に

日
頃

の
不
平

を

い

っ
き

に
発

し

て
行

な

っ
た

ス
ト
で
あ

っ
た
。

さ

ら

に
、

同
年

七

月

に
は

、
上
府
中

新
紺

屋

町

「丸

山
製
糸

ス
ト
」
も

発
生

し

て
い
る
。

こ

の

ス
ト
は
、

工
女

た

ち
が
雇

主

の
取

扱

い

に
不
平

を
抱

き
、

職

場
放

棄
、

ス
ト
突

入

し

て
行

な

わ
れ

た
も

の
で
あ

る
。

同
年

の
八

月

に
、

甲
府

の

「
長

田
製

糸
争

議
」

も
発

生

し

て
い
る
。

こ
れ
は

、

工
場

が

一
般

の
申

告

規
約

と
異

な
る
取

扱

い
を
な

し

て

き

た

の
で
、

工
女

た

ち
は

従
来

の
受
取

不
足

の
賃

金
を

請
求

し
、

ス
ト
を
行

な

っ
た
も

の
で
あ

る
。

明
治

二

二
年

一
〇

月

に
は

、
賃
上
げ

な
ど

を

め
ぐ

っ
て
、

「
大

阪
天

満
紡

績
会

社

ス
ト

ラ
イ
キ

」
が

発
生

し

て
い
る
。

当

時

の

『
大

阪

ハ
　

　

朝

日
新
聞
』

に
よ
る
と
、

こ
の
事
件
の
原
因
、
経
過

に

つ
い
て
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
報
じ

て
る
。

「
当
地
天
満
紡
績
会
社

の
工
人
中
に
は
過

日
以
来
其
賃
金
引
上
を
言
出
で
ん
も

の
と
、
寄

々
相
談
を
為
す
模
様
あ
り
し
に
、
去
計

日

か
せ

に
至
り
て
、
午
前
九
時

の
休
工
時
間
、
紹
場

の
女
工
凡
そ
三
百
人
食
堂
に
集
り
、
就
中
重
立
ち
し
も

の
の
発
言
に
依
り
、
今
日
こ
そ
は

賃
金
引
上

の
言
出
を
為
す

の
宜
か
ら
め
と

の
事
に
相
談
を
な
し
置
き
、
正
午

に
至
り
喫
飯
を
機
会
と
し
、
又
同
じ
相
談
に
時
を
移
し
、

零
時
三
十
分

の
就
業
時
間
に
及
び

て
就
業

の
汽
笛
な
り
渡
れ
ど
も
、

一
人
も
工
場
に
上
ら
ず
居
り
し
か
ば
、
役
員
等
は
認
し
み
て
食
堂

を
窺

ひ
し

に
、
猶
相
談
中
に
て
、
其

の
役
員

の
顔
を
見
る
よ
り
、

二
、
三
名
は
矢
庭

に
相
談

の
趣
旨
を
之

に
告
げ
、
疾
く
所
望
を
果
さ

れ
た
し
と
言
迫
り
、
其
役
員
は
所
望

の
旨
は
社
長
に
も
協
議
を
遂
げ
、
何
分

の
返
答
を
与
ふ
べ
し
、
其
ま
で
は
常

の
如
く
就
業
あ
れ
よ

と
諭

し
て
各

々
工
場
に
上
ら
し
め
し
が
、
午
后
五
時

三
十
分
に
至
り
て
均
し
く
又
業
を
止
め
、
門
前

に
立
出
で
、
夜
業

の
為
に
来
れ
る

女
工
を
待
ち
て
人
毎

に
何

か
示
合
せ
し
模
様
な
り
し
も
、
其
日
其
ま
ま
に
て
事

巳
み
ぬ
。
」

然
る
に
右
女
工
等
は
、
是
よ
り
日

々
其
業
の
兎
角
手
に
着
か
ず
、
ロ
ハ
管
役
員

の
返
答
を
待
ち

つ
x
あ
る
気
色
な
り
し
が
、
遂

に
返
答

の
お
そ
き
に
激
昂
し
け
ん
、

一
昨
口
午
前
七
時
頃
、
凡
三
百
人

の
工
女
同
社
南
手
の
野
径

に
役
員
を
待
構

へ
、
吉
村
某
と
い

へ
る
役
員

の
来
る
を
見

て
ヒ
タ
と
取
巻
き
、
八
方
よ
り
賃
金
引
上
の
返
答
如
何

に
と
言
ひ
迫
り
、
吉
村
は
途
中
に
て
は
事
穏
か
な
ら
ず
、
兎
に
角
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社
内

に
来
れ
よ
と
て
内

に
伴
入
り
、
直
ち
に
厳
重

の
取
調
を
な
せ
し
す
ゑ
、
即
座

に
発
頭
人
を
解
雇
し
、
其
他

の
者
は
好
く
説
諭
し
て

し

ょ
く

に
ん

就
業
せ
し
め
し
よ
し
。
然
れ
ど
も
此
騒
は
爾
後
未
だ
完
く
収
ま
ら
ず
、
昨
日
に
至

っ
て
は
機
械
場

の
工
男
に
も
亦
其
病

の
伝
染

せ
し
形

跡
あ
り
、
若
し
役
員

に
於
て
所
望

の
幾
分
を
許
容
せ
ざ
ら
ん
に
は
、
男
女
職
工
共
に
同
盟
罷
工
を
な
さ
ん
と
迄
決
心
し
居
る
と

の
事

に

て
、
同
社
は
其
門
前

に

「
工
女
三
百
名
、
試
験

の
上
採
用
致
す
べ
く

に
付
き
、
望

の
者
は
住
所
姓
名
を
記
し
、
書
面
差
出
す
べ
し
」

と

提
示
せ
り
。
而
し

て
以
上
記
す
所

の
報

に
て
は
、
右

の
騒
ぎ

は
完
く

工
賃
引
上
げ

の

一
事

に
原
因
す
る
も

の

Σ
如
く
な
れ
ど
も
、
他

の

一
報
に
拠
る
と
き
は
、
其
事

の
外
、
本
年
上
半
期
分
特
賞
と
し
て
金

八
百
四
十
円
を
九
月

二
十

日
ま
で
に
与

へ
ん
と
取
締
東
某

の
約
し

置
け
る
に
、
未
だ
之
を
得
ざ
る
事
と
、
待
遇

の
公
平
な
ら
ざ
る
事
等
も
亦
原
因
に
て
、

一
昨
日
の
如
き
は
午
后
三
時
頃
に
至
り
、
五
年

間
誓
約
書

(
同
社

に
工
人
た
る
も

の
は
当
初
五
年
間
従
事

の
誓
約
を
立

て
し
む
)
井

に
積
立
金

の
返
附
を
迫
れ

る
工
女
四
、
五
十
名
あ

る
に
及
べ
り
と

の
こ
と
な
り
。

何
は
然
あ
れ
、
此
く
観
ず
れ
ば
、
其
所
望

の
切
な
る
を
自
ら
制
せ
ず

し
て
、
遂

に
不
穏

の
振
舞
を
な
さ
ん
と
す
る
輩
あ

る
は
、
工
場

上
誠

に
忌

は
し
き
次
第

に
こ
そ
。
」

明
治
三
〇
年
以
前
に
お

い
て
も
、
労
働
者

の
組
織
化
も
み
ら
れ
る
。

一
四
年

「
壁
職
組
合
」
、
二
〇
年

「
造
靴
工
組
合
」
、
二
二
年

「
石

工
組
合
」
、
二
五
年

「
煉
瓦
職
組
合
」

な
ど
が
組
織
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら

の
組
織
は
、
い
ず
れ
も
職

人
に
よ
る
同
業
組
合

に
す
ぎ

な
か

っ
かだ
・
ま
た
・
二
二
年

に
は
、
石
川
島
造
船
所
、
陸
軍
造
兵
廠
、

田
中
機
械
製
造
所
、
鉄
道
局
等

の
鉄
工
に
よ

っ
て

「
同
盟
進
工
組
」

が
、
二
三
年

に
は

「
活
印
刷

工
同
志
会
」
が
組
織
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
組
織
も
、
「
主
な
目
的
は
、
積
立
金
を
蓄
積
し
共

ハ
　

ソ

同
資
本
と
な
し
、
以

て
工
場
を
設
立
せ
ん
と
す
る
」
職
人
に
よ
る
職
人
組
合
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

明
治
三
〇
年
以
前

の
労
働
運
動
に

つ
い
て
、
自
由
民
権
運
動
と

の
関
連

に

つ
い
て
触
れ

て
お
き
た

い
。
明
治

一
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
自
由

民
権
運
動
が
高
揚
し
て
き
た
。

こ
の
運
動
は
、
も
と
も
と
、
中
央
集
権
政
策

に
不
満
を
も

つ
下
級
士
族
と
地
租
改
正
な
ど
に
不
満
を
も

つ

上
層
農
民

の
同
盟
運
動
で
あ

っ
た
。
当
時

の
自
民
党
左
派
は
、
自
由
民
権
思
想
を
社
会
改
革
、
労
働
運
動

に
結
び

つ
け
よ
う
と
す

る
努
力
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が
な
さ
れ
た
。

一
五
年

に
佐
賀
で
東
洋
社
会
党
が
、
同
じ
く
東
京

で
人
力
車
夫
の
組
織
で
あ
る
車
会
党
が
そ
れ
ぞ
れ
結
成
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、

二
五
年

に
な
る
と
、
大
井
憲
太
郎
な
ど
に
よ
り
、
東
洋
自
由
党
が
結
成
さ
れ
、
そ

の
社
会
的
活
動
機
関
と
し
て
大
日
本
労
働
協
会
が

ハ
　

　

設
立
さ
れ
、
労
働
運
動

に
着
手
し
よ
う
と
し
た
が
、
い
ず
れ
も
発
展
せ
ず
、
消
滅
し
た
。

総
じ

て
、
明
治
三
〇
年
以
前

の
労
働
運
動
は
、
い
わ
ゆ
る
思
想
的
背
景
を
も

つ
も

の
で
は
な
く
、
自
然
発
生
的
、
非
組
織
的
で
、

ス
ト

の
形
態
も
集
団
的
休
業
形
態
と
し
て
行
な
わ
れ
、
近
代
的
労
働
運
動
と
い
う
よ
り

一
揆
的
な
形
態

の
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

日
清
戦
争

二

八
九
四
年
)
、
日
露
戦
争

二

九
〇
四
年
)

へ
か
け
て
の

一
〇
年
、
繊
維
産
業

の
飛
躍
的
な
発
展
と
な
ら
ん
で
、
鉱
業
、

金
属
、
機
械
、
造
船
、
交
通
、
運
輸
…な
ど
お
お
く

の
産
業
も
ま
た
発
達

し
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
産
業

の
発
達
に
と
も
な
い
、
男
子
労
働
者

を
基
幹
と
す
る
近
代
的
労
働
者
階
級
が
創
出
さ
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
明
治

二
七
年
か
ら
四
二
年
に
か
け
て
、
会
社

・
工
場

の
設
立
が
激
増
し
、
こ
れ
に
と
も
な
い
工
場
労
働
者
数
も
増

加
し

て

き
た
。
明
治
二
七
年
に
設
立
さ
れ
た
会
社
数
は
、

四
二
年
に
な
る
と
約
五

・
五
倍
、
同
じ
く
工
場
数

は
、

二

・
八
倍
に
な

っ
て
い
る
。

工

表17明 治後期の会社 ・工場 ・労働

者数の増加状況

年

次

会

社

数

払
込

資
本
額

内

原

動

力

労

働

者

数

1
,

「

(

千

円
)

工

場

数

使

用

工

場

男

女

Il計

明
治
二
十
七
年

二
、
一

〇

四

一

四
八、
三

五
三

五、
九
八
五

二
、
四
〇
九

一

四
一
、

九
一

四

二一
二
九、
四
七
六

三
八
一
、
三
九
〇

〃

二
十
九
年

四、
五
四
九

三
九
七
、
五
二

〇

七、
六
七
二

三、
〇
六
六

一

七
四、
六
五
六

二
六
}
、
九
六

〇

四
三
ハ
、
六
一

六

〃

三
十
一

年

七
、

〇
一

六

六一

=
、
六
七
六

七、
〇
八
五

二、
九
六
四

一

七

七、
六
三
二

二一
二
四、
五
七
三

四
一

二
、
二
〇
五

〃

三
十
三

年

八、
五
八
八

七
七
九、
二
五
〇

七、
二
八
四

二、
三
八
八

一

六

四
、

七
一

二

二
五
七
、
三
〇
七

四
二
二
、
〇
一

九

〃

三
十
五

年

八、
六
〇
〇

八
七
八
、
七
六一
二

七
、

八
二
一

二
、

九

九
一

一

八

五、
六
二
二

三
一

三、
二
六
九

四
九
八、
八
九
一

〃

三
十
六

年

九
、

二
一

八

八
八
七、
六

〇
六

八
、
二
七
四

三
、

七

四
一

一

八
二
、
四
〇
四

三
〇
一
、
四
三
五

四
八
三、
八
三
九

〃

三
十
九
年

九
、

三
一

二

一
、

〇
六
九、
七

〇
六

一

〇
、

三

六
一(一八二)

四、
六
五
六(一八二)

二
四
二
、
九
四
四(一〇八、六九二)

三
六
九、
二
三
三(二一、三七九)

六
一

二
、
一

七

七(=二〇、〇七一)

〃

四
十
二
年

=
、
五
四
三

一
、

三

六

七
、
一

六

四

一

五、
四
二
六(一九六)

六
、

七

二
一
二(一九六)

二
四

〇、
八
六
四(九八、五三三)

四
五
一
、
三
五
七(二五、三五一)

六
九
二
、

;

二(一;二、八八四)

出所:明 治大正国勢総覧539-595頁

36年 以後の()内 は、官営工場数。
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表18労 働争議 の推移
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場
労
働
者
数
も
、

二
七
年

の
三
八

一
、
三
九
〇
名
か
ら

四
二
年

の
六
九

二
、
二
二

一
名
{
約

一
.
八
倍
に
増
加
し
て
い
る

(表

17
)。
ま
さ

に
、
わ
が
国
資
本
主
義
経
済

の
飛
躍
的
発
展

の
時
期
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
会
社

・
工
場
数
お
よ
び
労
働
者
数

の
増
加
は
、
労
働
運
動
の
勃
興

.
発

展
の
大
き
な
背
景
と
な

っ
た
。

明
治
三
〇
年

(
一
八
九
七
年

)
七
月

五
日
、
城
常
太
郎
、
高
野
房
太
郎
、
片
山
潜
等

に
よ

っ
て
、

「
労
働
組
合
期
成
会
」
が
結
成
さ
れ

た
・
労
働
組
合
期
成
会

は
、
「我

国
労
働
者

の
権
利
を
伸
長
し
其
美
風
を
養
生
し
旧
弊
を
除
去
し
同
業
者
相
互
に
親
睦
す
る
組
合

の
成
立

　
　

　

を
期
す
る
を
目
的
」
と
し
た
も

の
で
あ

っ
た

(労
働
組
合
期
成
会
規
約
第

一
条

)。

明
治
三
〇
年

の
労
働
組
合
期
成
会

の
結
成
は
、
わ
が
国
の
近
代
的
労
働
運
動

の
出
発
点
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
A
口
期
成
会

の

結
成
後
、
そ

の
直
接
間
接

の
指
導
下
で
、
「
鉄
工
組
合
」

二

八
九
七
年

)、
「
日
本
鉄
道
矯
正
会
」

二

八
九
八
年
)
、
「
活
版
工
組
合
」

二

八
九
九
年
)
な
ど
、
お
お
く

の
労
働
者
が
組
織
化
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
「
労
働
争
議

の
推
移
」

(表
18
)
が
示
す
よ
う
に
、
明
治
三
〇
年

か
ら

四
四
年

に
か
け
て
、
労
働
者

の
争
議
が
増
加
し
て
き
た
。

年 次 件 数 参加人員
1件 当り

参加人員

明治30年

(上 半期)

件

32

人

3,517

人

103

31 43 6,292 146

32 15 4,284 285

33 11 2,316 221

34 18 1,948 xos

35 8 1,849 231

36 9 1,359 151

37 6 879 146

38 19 5,013 263

39 13 2,037 156

40 57 9,855 173

41 13 823 63

42 11 310 28

43 10 2,934 293

44 22 2,100 95

大正元 49 5,736 117

出所 内務省調査、労働争議は同盟罷業

工場閉鎖

明
治
三
〇
年
か
ら
次
第

に
労
働
争
議
が
増
加
し
て
き
た
状
況

の
な
か
で
、
明
治
政
府
は
、
明
治
三
三
年

二

九
〇
〇
年
)
に
、

「
治
安
警
察
法
」
と

「
行
政
執
行
法
」
を
公
布
し
、
政
府

の
労

働
組
合
運
動
の
抑
圧
を
強
化
し
て
い

っ
た
。
治
安
警
察
法

一
七

条
は
、
労
働
組
合

に
加
入
さ
せ
た
り
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
さ
せ
た

り
、
労
働
条
件
に

つ
い
て
交
渉
す

る
目
的
で
他
人

に
対
し
て
暴

行
脅
迫
ま
た
は
公
然
誹
諺
し
た
り
、
あ
る
い
は
、

ス
ト
ラ
イ
キ

を
行
な
う
際
、
他
人
を
誘
惑
、
煽
動
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
こ

れ
に
違
反
し
た
と
き
は
、
第
三
〇
条

に
よ

っ
て
、

一
ヶ
月
以
上
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六

ヶ
月
以
下

の
重
禁
固
ま
た
は
三
円
以
上
三
十
円
以
下

の
罰
金
に
処
す

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
内
容

の
規
定
は
、
治
安

警
察

法

の
構
成
要
件
に
抵
触
し
な
い
で

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な
う

こ
と
を
全
く
不
可
能

に
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

治
安
警
察
法
と
同
時

に
公
布
さ
れ
た
行
政
執
行

法
も
も
し
ば
し
ば
濫

用
さ
れ

て
労
働
運
動

に
援

用
さ
れ
た
。
行
政
執
行
法
は
、
「
人
身

の
安
全
ま
た
は
公
安

の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
自
由
に
人
を
検
束
し
得
る
制
度
を
設
け
た
も

の
で
あ

っ
て
、
勿
論
こ
の
検
束

は

一
時
的

で

翌
日

の
日
没
ま
で
に
は
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
制
度
は
し
ば
し
ば
濫
用
さ
れ

て
、
組
合
活
動
は
こ
れ

に
よ

っ

ハ
　

　

て
著

し
い
障
害
を
う
け
た
」

の
で
あ

っ
た
。

こ

の
他
、
政
府
は
、

一
九
〇
七
年

の

「
新
刑
法
」

や

一
九
〇
八
年

の

「
警
察
犯
処
罰
令
」
な
ど
も
適
用
し
て
労
働
運
動
を
抑
圧
し
た
。

こ
の
よ
う
な
労
働
組
合
運
動
に
対
す
る
弾
圧
立
法

の
下
で
、
明
治
後
期
の
労
働
運
動
は
、
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ

ム
的
影
響
を
う
け
て
逆
に
急

進
化
、
暴
動
化
し

て
い

っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
よ
う
な
労
働
運
動
は
必
然
的

に
少
数

の
闘
争
的
な
組
合
を
中
心
と
し
て
の
み
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

他
方
、
大
多
数

の
労
働
者
、
と
く

に
そ
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
繊
維
労
働
者
は
、

い
ぜ

ん
と
し

て
未
組
織
状
態

に
お
か
れ
、
身
分
的

主
従
的
支
配
下
で
、
低
賃
金

.
長
時
間
労
働

の
原
生
的
労
働
関
係
を
形
成
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
労
働
事
情

に
対
し

て
、
労
働
保
護

立

法

の
制
定

の
必
要
性
は
、
比
較
的
は
や
く
か
ら

い
わ
れ

て
き
た
。
政
府
部
内

に
お

い
て
も
、

一
八
八

一
年
す
で
に
保
護
立
法
制
定

の
企
て

　　

　

も
あ

っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
強
く
世
論
と
し
て
形
成
さ
れ
て
く
る
の
は
、

日
清
戦
争
以
後

に
な

っ
て
か
ら

で
あ

っ
た
。

こ
の
時
期
に
、
近
代
的
労
働
組
合
が
お
お
く
結
成
さ
れ
、
保
護
立
法
制
定
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
経
営
者
側
、

と
く

に
紡
績
業
者

は
こ
れ
に
強
く
反
対
し
た
。

し
か
し
、

日
露
戦
争
後

の
経
済
の
発
展
と
相
ま

っ
て
、
繊
維
産
業

に
お
い
て
も
大
規
模
な
労
働
争
議
が
激
化
し
、
保
護
立
法
制
定
促
進

の
気
運
が
高
ま

っ
て
き
た
。

明
治
三
九
年

の
甲
府
矢
島
製
糸
争
議
は
、
賃
下
げ
反
対

ス
ト
に
、
女
工
四
五
六
名
が
参
加
し
て
い
る
。
明
治

四
〇
年

に
、
鐘
紡
三
池

工
場

の
争
議
で
は
、
賃
金
低
廉
反
対

ス
ト
の
た
め
、
女
工
三
〇
〇
名
が
参
加
し
て
い
る
。
明
治

四
二
年
に
、
東
京



明治 ・大正期の女子労働政策(⇒33

モ

ス
リ

ン
の
争

議

で
は
、

賃

上
げ

ス
ト

の
た

め
、
女

工
三
〇

〇
名

が
参

加

し

て
い
る
。

い
ず

れ
も
、

こ
れ
ら

の
大
規

模

な

ス
イ

ラ
イ
キ

の

背
景

に
は

、
低

賃

金

、
長

時

間
労
働

、

深
夜

業

、
過

重

労
働

へ
の
不
平

不
満

が
あ

っ
た
。

以

上

の
背

景

の
な

か

で
、

つ
い
に
明

治

四
四
年

二

九

一

一
年

)
、

「
工
場

法
」

の
成
立

を

み
る

に
至

っ
た
。

(
1
)

労
働
省
編
著

『
労
働
行
政
史
』
第

一
巻
、
労
働
行
政
史
刊
行
会
、
昭
和
三
六
年
、
九
五
ー

九
六
頁
。

(
2
)

赤
松
良
子
、
編
集

・
解
説

■第

四
部
婦
人
労
働
運
動
」
『
日
本
婦
人
問
題
資
料
集
成
』
第
三
巻
、
労
働
、
ド
メ
ス
出
版
昭
和
五
八
年
、
三
七
七

頁
所
収
。

109876543

『
山
梨
労
働

運
動
史
』
第

一
編

、
第

一
章
、

一
九

五
二
年

『
大
阪
朝

日
新

聞
』
、

一
八

八
九
年

一
〇
月

四
日
。

労
働

省
編

『
前
掲
書
』

九

六
頁
。

片

山
潜

『
日
本

の
労
働
運

動
』
岩
波
文
庫
、
明
治
三
四
年
、

一
六
頁
。

労
働
省
編

『
前

掲
書
』
九

六

ー

九
七
頁
。

片
山
潜

『
前
掲
書
』

一
四
〇

頁
。

末

弘
厳
太
郎

『
日
本
労
働
組
合
運
動
史
』

日
本
労
働
組
合
運
動
史

刊
行
会
、

末
弘
厳
太
郎

『
前

掲
書
』
三

五
頁
。

昭
和

二
六
年

、
三

一
ー

三
二
頁
。

ゴ
,

大
正
期

の
労
働
運
動

(
第

一
次
世
界
大
戦

二

九

一
四
年

-

一
九
年
)
か
ら
満
州
事
変

の
勃
発

二

九

三

一
年
)
ま
で
の
時
期
、

つ
ま
り
大
正
か
ら
昭
和

の

は
じ
め
に
か
け
、
わ
が
国
で
は
独
占
資
本
主
義
が
確
立
し
、
労
働
運
動
も
本
格
的
に
発
展
し
た
。

明
治
期

の
わ
が
国

の
中
心
的
な
産
業
は
、
軍
需

工
業
を
除
く
と
、
圧
倒
的
に
女
子
労
働
者
を
容
す

る
繊
維
産
業
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

第

一
次
世
界
大
戦
を
さ
か
い
に
、
重
工
業

・
化
学

工
業
が
発
展
し
、
京
浜

・
阪
神
な
ど
で
大
工
業
地
帯
が
あ
ら
わ
れ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、

表

19
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
多
数

の
男
子
工
業
労
働
者
が
増
加
し

て
き
た
。

こ
こ
に
、
明
治
期
と
異
な

っ
た
産
業
構
造
と
労
働
者

の
量
的

・

質
的
変
化
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
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表19工 業労働者の推移

年

次

金

属

工

業

機

械

器

具

工

業

化

学

工

業

男

女

計

男

女

計

男

女

計

大
正
三
年大正八年

三、
三

三

一

五、
九
七
六

二
三
〇一、○〇六

三、

五
六
一一六、九八二

八

三、

四
四
一二二八、一一五

四
、
一

八

四㎝六、二七一

八
七、
六
二
五二四四、三八六

二
八、
〇
五
二六八、二〇八

二一
二、

二
五

七三八、八一五

五
二、
三
〇
九一〇七、〇二一二

年

次

窯

業

及

土

石

工

業

紡

績

工

業

そ

の

他

1

男

女

計

男

女

計

男

女

計

大
正
三
年大正八年

二
六、
三
九
五五六、九三八

四、
七
七
一一二、九五八

三
一
、
一

六

六六四、八九五

七
一
、
四

互

一

五
三、
八
四
五

四
六
四、
八
四
八六八五、五〇四

五
三
六、
二
九
九八三九、三四九

一

〇
四、
九
九
七一八二、九九三

三
八、
○
〇
七五九、八三八

一

四
三、
O
O
四二四二、八==

出所:明 治大正国勢総覧五四二頁

注1平 均一 日使用職工数

注2金 属精錬業を金属工業 とした。

他
方
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
、
産
業
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
も

の
の
、
イ

ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
物
価
騰
貴
と
生
活
苦
、
さ
ら
に
恐

慌

に
よ
る
失
業

不
安
も
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢

の
変
化
は
、
強

い
労
働
運
動
を
発
展
さ
せ
る
基
盤
を
成
熟
さ
せ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

か
く
て
、
大
正
期

の
労
働
運
動
は
、
こ

の
よ
う
な
変
化
を
足
場
と
し
て
活
発
な
展
開
を
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期

に
、

労
働
運
動
を
加
速
さ
せ
る
い
く

つ
か

の
要
因
も

み
ら
れ
た
。

　
ユ

　

第

　
に
、

い
わ
ゆ

る

「
デ

モ

ク
ラ

シ
ー
思
想

」

が
高

揚

し

て
き

た

こ
と

で
あ

る
。

大

正
期

に
入

る
と
、

自

由
主
義

.
民
主
主
義

の
思
想

が

高

揚

し
、

そ

れ
が

社
会

一
般

に
刺
激

を
与

え

る
と

同
時

に
、
労
働

運

動

に
対

し

て
も

影
響

を
与

え
た

。
当
時

、

こ

の
思
想

に
目
覚

め

た

　
　

　

知
識
人
が
、
労
働
運
動
に
身

を
投
じ
た
者
が
少
な
く
な
か

っ
た
。

　
き

　

 

第

二
は
、

一
九

一
七
年

(
大
正
六
年
)
の
ロ
シ
ア
革
命

の
影
響
が
あ
る
。
第

一
次
世
界
大
戦

の
末
期
、

一
九

一
七
年

=

月
に
、

ロ
シ

ア
で
は
社
会
主
義
革
命
が
成
功
し
た
。
労
働
者

・
農
民

に
と

っ
て
、
社
会
主
義

の
実
現
は
、
人
類

の
長
い
夢

で
あ

っ
た
。

ロ
シ
ア
革
命

の

成
功
は
、
そ

の
夢
を
現
実

の
も

の
と
し
、
そ
の
こ
と
は
労
働
者
に
は
か
り
し
れ
な
い
勇
気
を
与
え
、
ま
た
労
働
運
動

の
思
想
的
背
景
に
強
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い
影

響
を

与

え

た
。

第

三
は

、

一
九

一
八
年

(大

正

七
年

)

の

「
米
騒
動
」

の
勃
発

で

あ
る
。
第

一
次
世
界

大
戦

中

、
イ

ン

フ
レ
ー

シ

ョ
ン
と
物

価
騰

貴

・

生
活

苦

と

い

う
状

況

の
も

と

で
、

一
九

一
八
年

八
月
、
富

山
県

の
漁
師

の
主
婦

た

ち
が

「
米

よ

こ
せ
」

と
叫

ん
で
役

場

に
お

し
か
け

、

こ

れ
が

口
火

と
な

っ
て
全

国
的

に
す

さ

ま

じ

い

「
炭
塵

爆
発

」
が

お

こ

っ
た
。

こ

の
運

動
は

、

つ
い
に
全

国

一
道

三
府

四
十

三
県

に
わ

た

っ

　
　

　

て
、
「
成
金
征
伐
」
、
「
米
よ
こ
せ
」

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
大
衆
行
動
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
米
騒
動
は
、
労
働
運
動
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。

以
上

の
労
働
運
動

の
生
成
基
盤

の
成
熟
や
そ

の
発
展
を
加
速
さ
せ
る
要
因
な
ど
が
反
映
し
て
、
労
働
組
合

の
組
織
化
が
急
速
に
進
展
し

て
き
た
。

ま
ず
、

一
九

一
二
年

(大
正
元
年

)
鈴
木
文
治
に
よ

っ
て

「
友
愛
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
友
愛
会
は
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
綱
領
を
定

ハ
ら

　

め

て
い
た

。

一
、

我

等

は

互

に
親

睦

し

一
致

協
力

し

て
、

相
愛
扶

助

の
目

的
を

貫
徹

せ
ん

こ
と
を

期
す

。

一
、

我
等

は
公

共

の
理
想

に
従

い
、

識
見

の
開

発
、
徳

性

の
酒

養

、
技

術

の
進

歩
を

図
ら

ん

こ
と
を

期
す

。

一
、
我

等

は

協

同

の
力

に
依

り
、

着
実

な

る
方

法
を

以

て
、
我

等

の
地
位

の
改
善

を

図
ら

ん

こ
と
を

期
す
。

右

の
綱

領

か

ら

み

て
、
友

愛
会

は

、
労

使
協

調

主
義

に
立

っ
た

親
睦

団
体
、

共
済

団
体

的
性

格
を

も

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
と

い
え

る
。

友

愛

会

は

、
創

立

当
時

、

た

っ
た

一
五
名

の
会
員

を
も

っ
て
出
発

し
た

の
で
あ

る
が
、

そ

の
後

次
第

に
組
織

を
拡

大
し

て
い

っ
た
。

ま

ず

一
年

後

に
、

一
、
三

二
六
名

と

な
り

、

二
年

後

約

二
、
○

○

○

名
、

三
年

後

七
、
五
〇

〇
名

、

四
年
後

一
六

、
○
○

○

名
、

五
年

後

一
八
、

○

○

○

名
、

六
年

後

二
〇
、
○
○

○
名

に
達

し
、

そ

の
組

織

は
、
東

京

、
横

浜
、
高

知
、

山
形

、
静

岡

、
岩

手
、
茨

城
、
群

馬

、
横
須

賀

、

埼

玉
、

山

口
、
足

尾

、

呉
、

長
崎

、

北
海

道
、

福

岡
、
秋

田
、
名

古
屋

か
ら
満

州

に
ま

で
も

及
び
、

常
磐

、
横

浜
、

神
戸

、
大

阪

の
各
地

　
　

　

に
連
合
会
が
設
け
ら
れ
、
印
刷
、
紡
績
、
鉄

工
、
海
員
等

に
は
産
業
別
組
織
が

つ
く
ら
れ
る
に
至

っ
た
。

友
愛
会
は
、

こ
の
よ
う

に
次
第
に
組
織
を
拡
大
し
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
、
各
支
部

の
ほ
と
ん
ど
が

ス
ト
ラ
イ
キ
を
機
会
に



36

表20労 働組合の設立状況

大 以明
///////////////1// 治 年

正 四

十 九 八 七 六 五 四 三 二 元
十

四 次

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 前年

≡…几

面又

七 六 七 一 一 一 三 立

一 六 一 一 四 三 五 六 六 五 二 数

三 ニ ー
累

〇 二 六 九 八 六 五 四 四 三
〇 九 三 ニ ー 七 四 九 三 七

計

合
運
動
が
再
生
さ
れ
、
と
く
に
大
正
六
年
を
さ
か

い
に
、

あ
げ

る
と
、
東
京

一
六
大
新
聞
社
の
製
版
部
員
、

丘
ハ公
廠
、
東
京
各
印
刷
工
場
、
東
京
市
電
従
業
員
、

　
フ

　

 

グ
、
怠
業
な
ど
高
度

の
争
議
戦
術
が
と
ら
れ
た
。

以
上
の

一
般
的
な
労
働
運
動

の
高
揚

の
も
と
で
、
繊
維
産
業

に
お
い
て
も
、
労
働
運
動
が
盛
ん
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
繊
維
産
業
、

と
く

に
紡
績
業

の
争
議
発

生
状
況
を
み
る
と
、
大
正
七
年
か
ら
急
激
に
争
議
が
発
生
し
、
し
か
も
そ

の
形
態
は
き
わ
め
て
大
型
な
も

の
で

あ

っ
た

(表
22
)。

設
立
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
戦
闘
的
な
性
格
を
も

っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
支

部
の
性
格
は
、
友
愛
会
幹
部

の
労
使
協
調
主
義
と
相
容
れ
な
く
、
次
第

に
不
満
が
高

周

潮
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
友
愛
会
も
次
第

に
戦
闘
的
な
傾
向
を
帯
び
、

一
九

一
九

12年

年
、
会

の
名
を

「
大
日
本
労
働
総
同
盟
友
愛
会
」
と
改
称
し
た

の
に
続
き
、

一
九
ニ

ー2正

一
年
に
は
、
「
日
本
労
働

総
同
盟
」

と
改
称
し
、

つ
い
に

「
友
愛
会
」
な
る
名
を
切

伏

り
捨

て
る
こ
と
に
な

っ
た
。

査瀾

友
愛
会

の
直
接
間
接

の
影
響
下
で
、

一
般
に
労
働
組
A
・
の
結
成
が
進
行
し
た
。
大

獣

正

三

年

の
内
務
省
警
保
局
調
査

に
よ
る
と

(
表
2。
)
、
労
働
組
合

の
設
立
は
、
大

魏

正
元
年
と

一
〇
年
を
比
較
す

る
と
、
実

に

西

倍

の
増
加
で
あ
る
。

納

労
働
組
合

の
結
成
が
増
加
す
る
に
し
た
が

っ
て
・
必
然
的
に
労
働
争
議
も
ま
た
増

所出

加
し
て
き
た
。

一
九
〇

一
年

の
治
安
警
察
法
や
行
政
執
行
法

の
下
で
、
明
治
の
末
期

で
は
、

一
時
的
に
労
働
争
議
が
減
少
し
た
。
し
か
し
、
大
正
期

に
入
る
と
、
労
働
組

労
働
争
議
が
急
増

し
た

(表

21
)
。
こ
れ
ら

の
争
議

の
う
ち
、
主
要
な
も

の
を

京
都
奥
村
電
気
商
会
、
東
京
砲
兵
公
廠
、
神
戸
川
崎
造
船
所
、
兵
庫
分
工
場
、
大
阪
砲

足
尾
、
釜
石
、
日
立
各
鉱
山
な
ど
が
あ
る
。
争
議

の
方
法
と
し
て
、
ピ

ケ

ッ
テ
ィ
ン
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表21大 正期の労働争議発生状況
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参
加
労
働
者
数

6

2

4

2

8

9

7

7

1

5

3

9

6

23405105372052472984341325257

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

5

5

6

7

8

7

6

3

6

8

1

6

4

0566354354

同

盟

罷

業怠業に至った争議件数

9

7

0

4

8

8

7

7

7

6

0

0

3

344560919845739ユ344222232

争

議

件

数

9

7

0

4

8

8

7

8

9

6

4

7

3

6445609186984311343085698

,

,

0乙

-

年

次

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

6111111112222229999999999999911111111111111

出所:労 働運動年報より作成

表22紡 績業における争議

年 争 参

議 加

件 人

次 数 員

大正3 13 4,590

7 56 10,026

8 78 7,331

9 47 7,989

12 62 11,331

出所:朝 日新聞社

「日本経済統計総観」

 

こ
の
時
期

の
主
要
な
争
議
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
大
正
三
年
六
月

の
東
京

モ
ス
リ

ン
紡
績
会
社
吾
嬬

工
場

の
不
当
解
雇
反
対
争
議
が
あ
り
、

参
加
人
員

一
、
六
〇
〇
名
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
年
七
月

に
は
、

日
清
紡
績
会
社

の
慰
安
休
暇
延
期
反
対

ス
ト
に
、
約
二
、
○
○
○
名
参
加
。

大
正

五
年

一
〇
月
、
尼
崎
紡
績
津
守
工
場

の
検
査
係
不
公
平
不
満

ス
ト
に
、
約
三
〇
〇
名
。
大
正
七
年

八
月
、
岐
阜
県
大
日
本
紡
績
大
垣

工
場

の
賞
与
分
配
不
満

ス
ト
に
、

一
、
二
〇
〇
名
参
加
。
大
正
八
年

一
〇
月
、
大
阪
合
同
紡
績
天
満
工
場

の
賃
上
げ

ス
ト
に
も
二
、
五

一
〇

名
参
加
。
同
年

一
〇
月
、
東
洋
紡
績
四
貫
島

工
場
の
賃

上
げ

ス
ト
に
、
三
、
三
〇
〇
名
参
加
。
同
年

一
一
月
、
埼
玉
県
石
川
第

一
製
糸

工

場

の
賃
上
げ

ス
ト
に
、

八
〇
〇
名
参
加
。
大

正
九
年

二
月
、
富
士

瓦
斯
紡
績
小
名
木
川
工
場

の
賃
上
げ

ス
ト
に
、

一
、
二
〇
〇
名
参
加
。

同
年
三
月

に
、
東

洋
紡
績
王
子
工
場

の
賃
上
げ
等

の
ス
ト
に
、
三
、
○
○
○
名
参
加
。
同
年

七
月
、
富
士
瓦
斯
紡
績
押
上
工
場

の
組
合
権

要
求

ス
ト
に
、

二
、
○
○
○
名
参
加
。
大
正

一
一
年
七
月
に
、
大
阪
合
同
紡
績
天
満
支
店

の
賃
上
げ
等

の
ス
ト
に
、
八
〇
〇
名
参
加
。
大

正

一
二
年
三
月

に
、
大
阪
三
国
紡
績

の
賃
上
げ

ス
ト
に
、
八
〇
〇
名
参
加
。

こ
の
よ
う
な
繊
維
産
業

の
労
働
運
動

の
昂
揚

の
も
と
で
、
大
正
五
年

(
一
九

一
六
年
)
に
鈴
木
文
治
を
中
心
と
す
る
労
働
組
合
友
愛
会
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き

ね

に
、
婦
人
部
が
設
け
ら
れ
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
女
子

の
労
働
組
合
員
が
生
ま
れ
た
。
そ

の
後
、
こ
の
友
愛
会

は
、
総
同
盟
と
改
称
し
、

大
正

一
五
年
に
な
る
と
同
婦
人
部
が
婦
人
お
よ
び
幼
年
労
働

者
の
深
夜
業
禁
止
請
願
運
動
を
行
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
運
動
を
と
お

し

て
、
繊
維
労
働
者
も
次
第

に
組
織
的

に
な

っ
て
い

っ
た
。

(
1
)

土
穴
文
人

『
戦
前
期
労
働
法
制
論
』

解
放
立
法
展
開
過
程

の
研
究

創
成
社
、

一
九
八
三
年
、
二
六
二
頁

(
2
)

山
崎
五
郎

『
日
本
労
働
運
動
史
』
改
訂
増
補
、
労
務
行
政
研
究
所
、
昭
和
四

一
年
、
三
二
頁

(
3
)

一
九

一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
が
、
当
時
の
労
働
運
動
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
見
解
が

一
般
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば

「
ロ
シ
ア
革
命

の
成
功
は

労
働
者
を
勇
気
付
け
て
そ
の
資
本
主
義
に
対
す
る
反
抗
を
促
し
た
の
み
な
ら
ず
、
組
合
運
動
に
初
め
か
ら
社
会
主
義
的
色
彩
を
帯
び
さ
せ
る
端
緒

を
開

い
た
。」
(末
弘
厳
太
郎

『
日
本
労
働
組
合
運
動
史
』
日
本
労
働
組
合
運
動
史
刊
行
会
、
昭
二
六
年
、
四
五
頁
)。
「
ロ
シ
ア
革
命

の
成
功
は
、

労
働
者
に
勇
気
を
与
え
た
と
と
も
に
、
社
会
主
義
思
想
に
関
心
を
持
た
せ
、
労
働
運
動
の
思
想
的
背
景
に
強
い
影
響
を
与
え
た
も

の
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
」
(
山
崎
五
郎

『前
掲
書
』
三
二
頁
)

(
4
)

塩
田
庄
兵
衛

『
日
本
労
働
運
動
の
歴
史
』
労
働
旬
報
社
、
昭
和
三
九
年
、
六
七
-

六
八
頁

(
5
)

鈴
木
文
治

『
労
働
運
動
二
十
年
』

(
6
)

山
崎
五
郎

『
前
掲
書
』
三
三
頁
。
昭
和
六
年
、
五
八
頁

(
7
)

山
崎
五
郎

『
前
掲
書
』
三
五
頁

(
8
)

三
瓶
孝
子

圃
前
掲
論
文
」
五
三
頁

二
、
繊
維
産
業

の
女
子
労
働
運
動

(一)

製
糸
業
の
女
子
労
働
運
動

1

明
治

一
九
年
の
雨
宮
製
糸
争
議
を
中
心
に

明
治

・
大
正
期

に
お
け
る
労
働
運
動

の
発
展
は
、
繊
維
産
業
に
お
け
る
女
子
労
働
者
に
も
、
直
接
間
接
影
響
を
与
え
て
い
る
。
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繊
維
産
業

に
お
け
る
労
働
運
動

の
萌
芽

は
、
ま
ず
製
糸
業
に
お

い
て
で
あ

っ
た
。
明
治

・
大
正
期
を
と
お
し
て
、
繊
維
産
業

の
労
働
運

動
を
概
観
す

る
と
、
明
治
期
で
は
、
む
し
ろ
製
糸
業
に
お
け
る
労
働
争
議
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
紡
績
業

の
労
働
争
議
は
、

大
正
期
に
入

っ
て
か
ら
激
増
し

て
い
る
。

以
下
、
製
糸
業

の
労
働
運
動
を
考
察

し
た
上
で
、
別
項
に
お
い
て
紡
績
業

の
労
働
運
動
を
み
て
い
く
こ
と
に
す

る
。

明
治
の
は
じ
め
、
官
設

の
富
岡
製
糸
場
、
小
野
組
築
地
製
糸
な
ど

の
洋
式
機
械
製
糸
の
移
植
に
な
ら
い
、
器
械
製
糸

工
場
が
各
地
に
台

頭
し

て
き
た
。
当
時
、
こ
れ
ら

の
器
械
製
糸
は
水
車
を
利
用
し
た
、
五
人
繰
り
、

一
〇
人
繰
り
と
い
う
、
家
内
工
業
的
な
小
規
模
経
営

の

も

の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
器
械
製
糸
工
場
で
働
く
女
工
は
、
原
則
と
し
て
近
隣
、
近
村

の
人
た
ち
で
あ

っ
た
。
彼
女
た
ち

は
、
夏
秋
期
に
製
糸
に
従
事
し
、
冬
期
は
家
庭

に
あ

っ
て
農
事

の
手
伝
い
を
し
、
家
事
を
行
な
い
な
が
ら
裁
縫
、
手
習
、
諸
稽
古
な
ど
を

し
て
い
た
。

そ

の
後
、
養
蚕

の
進
歩
、
発
展
、
夏
秋
蚕

の
普
及
、
乾
繭
技
術

の
進
歩
、
交
通
の
発
達

な
ど
に
よ
り
原
料
繭

の
供
給
が
豊
富
に
な
る
に

し
た
が

っ
て
、
そ
れ
ま

で
季
節
的
工
業
で
あ

っ
た
製
糸
業
も
、
操
業
回
数

の
増
加
、
規
模

の
拡
張
を
行
な
い
、
や
が
て
年
中
作
業

の
工
場

制

工
業
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。
そ
こ
で
働
く
女
子
も
、
近
隣
、
近
村
か
ら
、
遠
く
他
府
県

に
求
人
す
る
よ
う
に
な
り
、
彼
女
た
ち
を
収

容
す
る
寄
宿
舎
制
度
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ

の
後
、
製
糸
業

は
、
日
清
、
日
露
両
戦
争
を
契
機

に
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
、

こ
れ
に
よ
り
製
糸
労
働
者
も
大
正
末
期
ま
で
増
加

の

一
途
を
た
ど

っ
た
。
製
糸
労
働
者

の
う
ち
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
も
の
は
女
子
労
働
者
で
あ
り
、
そ
の
増
加
数
は
、
器
械
製
糸
、
座
繰

製
糸

、
玉
糸
製
糸

を
含
め

て
、
明
治
三
三
年

一
七
万
人
台
で
あ

っ
た
も
の
が
、
大
正
四
年
に
三

一
万
人
台
、
大
正

=

年
に
五
四
万
人
台

　
ユ

　

へ
と
飛
躍
的
に
増
加
し

て
い

っ
た
。
当
時
、
職

工
募
集
競
争

は
、
激
甚
を
き
わ
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
、
蚕
糸
業
の
不
況
な
ど
も
あ

っ

て
、
女
子
労
働
者

は
漸
次
減
少
し
て
い

っ
た
。

製
糸
業
が
飛
躍
的

に
発
展
し
、
製
糸
女
工
が
増
加
し
た
も

の
の
、
そ
の
労
働
条
件
は
座
繰
時
代

の
慣
習
を
う
け

つ
い
で
き
わ
め
て
劣
悪
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ハ
　

げ

な
も

の
で
あ

っ
た
。
そ

の
上
、
封
建
的
主
従
関
係

の
な
か
か
ら
、
労
働
条
件

へ
の
不
平
不
満
と
な
ら
ん
で
、
人
間
関
係

の
問
題
に

つ
い
て

の
紛
争
も
発
生
し
て
き
た
。

や
が

て
、
右
に
述
べ
た
製
糸
業
の
発
展
と
変
動
、
労
働
条
件
や
人
間
関
係
な
ど
の
不
平
不
満

の
な
か
か
ら
、
製
糸
業
女
子
労
働
者

の
労

働
争
議
が
発
生

し
て
き
た
。

ま
ず
、

一
八
八
六
年

(
明
治

一
九
年

)
六
月
に
、
山
梨
県
で
、
甲
府
雨
宮
製
糸
争
議
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
争
議
は
、
日
本
最
初

の

女
工
労
働
争
議

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は
、

こ
の
雨
宮
製
糸
争
議

の

一
年
前
、

つ
ま
り
明
治

一
八
年
八
月
に
、
同
じ
山

梨
県

の
甲
府

の
某
製
糸
工
場
で
争
議
が
発
生
し

て
い
る
。

こ
の
争
議
は
、
工
場
支
配
人

の
不
公
平

・
差
別
待
遇
か
ら
出
発
し
て
、
感
情
的

対
立
が
激
化
し
て
発
生
し
た
。

こ
の
争
議
に

つ
い
て
、
当
時

の

「
山
梨
日
日
新
聞
」
は
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。

「
甲
府
某
町
に
て
随
分
大
な
る
製
糸
場
を
持
ち
居
る
何
某
は

一
切

の
事
を
支
配
人
に
任
せ
置
く
と
、
支
配
人
は
大
抵
他

の
同
業
に
準

じ
て
不
公
平

の
こ
と
な
き
様

に
処
理
す
れ
ば
よ
い
の
に
、
工
女
中
若
寡
婦
と
か
或
は
又
、
顔

の
美
く
し
き
別
嬢
と
か
云
う
と
五
円

の
前

借
を
申
込
め
ば
よ
し
来
た
と
右
か
ら
左

へ
貸
し
渡
す
も
、
他

の
亭
主
持

と
か
、
顔

の
醜

い
の
に
は

一
円
を
貸
す
さ
え
容
易

に
諾
と
返
事

を
為
さ
ぬ

の
で
、
工
女
中

の
多
数

は
其
不
公
平
を
怒
り
、
何
処

の
娘
が
首
唱
せ
し
か
、
此
処
ば
か
り
銭
を
取
る
所
で
は
な

い
か
ら
明
日

か
ら
総
体

に
休
み
ま
し

ょ
う
と
の
動
議

一
た
び
出
る
と
満
場
響

の
声
に
応
ず

る
が
如
く

一
致
賛
成
し
、
お
た
け
さ
ん
も
、
お
松
ち

ゃ
ん

も
約
束
を
破

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
と
堅
く
約
束
を
定
め
其
朝
製
糸
場

の
笛
声
揚
る
も
誰

一
人
寄
り
付
く
も

の
も
な
き
よ
り
、
主
人
を

始
め
、
支
配
人
も
釜

へ
湯
を
沸
し
て
蒸
気
笛

の
音
さ
え
揚
げ
た
る
に
、
何
故
来
な
い
だ
ら
う
と

て
、
様
子
を
探
れ
ば
満
場

の
不
平
よ
り

一
致
同
盟
し
て
此

の
始
末
な
り
と

の
事
が
分
り
た
れ
ど
例
年
と
は
異
り
製
糸
営
業
を
為
し
た
り
と
て
別
に
大
利

の
無
き
今
年
ゆ
え

一
々

工
女

の
家

へ
行

っ
て
、
之
を
慰
め
て
連

れ
戻
す
は
残
念
な
り
、
ま
し
て
百
人
や

二
百
人

の
工
女
を
募
る
に
今
年
柄
何

の
難
き

こ
と
あ
ら

ん
、
其
中
に
は
先
方
よ
り
謝
り
て
来
た
ら
ん
と
二
日
、
三
日
を
経
過
す
れ
ど
更
に

一
人
も
寄
り
付
か
ぬ
の
で
主
人
と
支
配
人
は
愈

々
腹
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を
立

て
遂

に
人
を
頼
み
て
東
郡
よ
り
数
十
名

の
工
女
を
募
り
来
り
、
是
れ
見
よ
と
云
わ
ん
ば

か
り
に
製
糸
に
取
り
掛
り
た
れ
ど
、
此
工

女
等
は
初
心

の
も

の
ば
か
り
に
て
糸
に
光
沢
を
出
す
こ
と
を
知
ら
ざ
る
ゆ
え
、
共
繭
は
他
と
同
品
に
て
も
糸

の
価
は
他
よ
り
下
る
を
以

っ

ハ
ヨ

　

て
主
人
も
支
配
人
も
日
に
場
中
を
廻
り

て
工
女
を
督
責
す
る
よ
り
再
び
紛
議
が
起

り
そ
う
だ
と
云
う
」

右

の
新
聞
内
容
に
よ
る
と
、
こ
の
争
議
は
、
賃
上
げ

そ
の
他
待
遇

の
改
善
を
目
的
と
し
た
も

の
で
は
な
く
、
差
別
待
遇
に
端
を
発
し
た

感
情
的
対
立

に
よ
る
完
全
職
場
放
棄
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
い
わ
ゆ
る
狭

い
意
味

で
の
労
働
争
議
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
女
工
た

ち
が

一
致
団
結
し

て
、
同
盟
休
業
を
行
な

っ
て
い
る
点
で
労
働
争
議
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ハ
　

　

当
時
、

こ
の
よ
う
な
差
別
待
遇
よ
り
起

こ
る
争
議
は
比
較
的
数
が
多
く
、
と
く
に
女
子

の
多
い
と
こ
ろ
で
は
そ
の
傾
向
が
著
し
か

っ
た
。

し
か
し
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
、
右

の
争
議

の
よ
う
に
、
自
然
発
生
的
な
同
盟
休
業

の
形
態
を
と

っ
た
。

明
治

一
八
年

の
争
議

の
翌
年
、
明
治

一
九
年
六
月
に
甲
府
雨
宮
製
糸
争
議
が
発
生

し
た
。
山
梨
県
甲
府

の
雨
宮
製
糸
場
は
、
労
働
者
数

一
九

八
人
、
当
時
と
し
て
は
大
工
場

で
あ

っ
た
。
争
議

の
直
接

の
原
因
は
、

ω

工
場
主
が
同
盟

の
規
約

に
基
づ
き
き
び
し
く
取
締
ま

っ
た
こ
と
。

㈲

朝

四
時
三
〇
分
出
場
、
夜
七
時
三
〇
分
退
場

の

一
五
時
間
中
、
中
食

三
〇
分
。
実
働

一
四
時
間
半
で

一
般
よ
り
三
〇
分
間
多
か

っ

た

こ
と
。

紛

遅
出
早
退
工
女

の
賃
金
を
容
赦
な
く
差
引
い
た
こ
と
。

ω

工
女

の
賃
金
は

一
日
上
等
三

二
、
三
銭
で
あ

っ
た

の
が
、
二
二
、
三
銭
と

一
〇
銭
も
引
下
げ
ら
れ
た
こ
と
。

な
ど

に
あ

っ
た
。

こ
の
争
議
は
、
以
下

の
よ
う
な
背
景
と
経
過
を
た
ど

っ
て
い
る
。

明
治
期
に
入
り
、
政
府

の
協
力
な
指
導

と
援
助
の
も
と
で
、
蚕
糸
業
取
締
所
が
活
動
を
開
始
す
る
な
ど
、
次
第

に
製
糸
業
が
組
織
化
さ

れ
て
き
た
。

明
治

一
九
年
五
月
、

山
梨
県

で
も
県
の
蚕
糸
業
組
合
準
則
を
定
め
た
も
の
に
準
じ
て
、
甲
府
生
糸
組
合
が
結
成
さ
れ
、
生
糸

ア
ら

　

業

組

合

規

約
が

作

成

さ
れ

た
。

こ

の
規
約

は
、
第

二
章
第

二
款

で
、
女

工

の
取
締

り
規

則
と

し

て
、

以
下

の
よ

う

に
定
め

て
い
る
。
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第

一
項
、
組
合
員

に
於

て
製
糸
業

に
関
し
雇
使
す
る
工
女
は
相
当

の
期
限
を
定
め
、
身
元
引
受
人
の
連
署
し
た
る
誓
約
書
を
取
り
置

く
べ
し
、
但
し
誓
約
期
限
は

一
期
五
年
を
過
ぐ
る
を
得
ず
。
尤
も
満
期
雇
継
を
為
す
は
妨
げ
な
し
。

第

二
項
、
工
女
を
雇
入
れ

又
は
解
雇
し
た
る
時
は
其
都
度
雇
主
よ
り
組
合
事
務
所
に
届
出
ず
べ
し
、
但
し
解
雇

の
届
書

に
は
其
理
由

を
具
す
べ
し
。

第
三
項
、
略
す

第
四
項
、
他
人

の
雇
入
中
に
係
る
工
女
は
、
其
雇
主

の
承
諾
を
得

る
に
非
ざ
れ
ば
之
を
雇
入
る
を
得
ず
。
但
し
休
業
又
は
其
他

の
場

合

に
於

て
雇
主
と
示
談

の
上

一
時
借
用
す
る
時

は
双
方
連
署
を
も

っ
て
組
合
事
務
所

へ
届
出
ず
べ
し
。

第
五
項
、
他
人
雇
入

の
工
女
に
し
て
其
雇
期
中
雇
主

の
都
合

に
依
り
解
雇
し
た
る
も

の
の
外
工
女

の
事
故
に
依
り
解
雇
し
た
る
者
は

更
に
六

ヶ
月
を
経
る
に
非
ざ
れ
ば
雇
入
る
を
得
ず
。

第

六
項
、
他
人
雇
入
中
不
都
合

の
所
属

に
依
り
解
雇
さ
れ
た
る
工
女
は
更
に

一
ヵ
年
を
経
る
に
非
ざ
れ
ば
之
を
雇
入
る
を
得
ず
。

第
七
項
、
他
人
雇
入
中

の
工
女
に
対
し
予
め
其
満
期
後
雇
入
れ

の
契
約
を
為
す
を
得
ず
。

第

八
項
、
第
九
項
、
第

一
〇
項
、
第

一
一
項
を
略
す
。

第

一
二
項
、
工
女

の
賃
金
は
日
給
と
定
め
、
毎
年
組
合
定
期
会
議
に
於
て
其
額
を
議
定
し
蚕
糸
業
取
締
所

の
認
可
を
得

て
施
行
す
べ

し
。
但
し
、
年
期
内
と
難
ど
も
之
が
変
更
を
要
す
る
時
は
臨
時
会

の
議
定
を
以

っ
て
改
正
す
る
を
得
。

第

=
二
項
、

工
女
賃
金
は

一
ヶ
月
毎

に
給
与
す
べ
し
、
但
し
雇
主
と
工
女
と
の
間
に
於

て
、
別
段

の
約
束
あ
る
も

の
は
此
限
に
非
ず
。

第

一
四
項
、
組
合
に
於

て
確
定
し
た
る
賃
金

の
外
各
雇
主
に
於

て
種

々
の
名
義
を
以

っ
て
金
銭
物
品
等
を
給
与
し
又
は
諸
興
業
所
等

へ
之
を
誘
引
す
る
を
得
ず
。
但
し
工
場
設
立
其
他
記
念
会
等

の
節
、
祝
意
を
表
す
る
た
め
金
銭
物
品
等
を
給
与
せ
ん
と
す
る
と
き
は
組

合
事
務
所

の
認
可
を
受
く
べ
し
。

第

一
五
項
、
雇
主
は
毎
月
工
女
賃
金

の
内
を
以

っ
て
其

五
〇
分

の

一
以
上

の
金
額
を
貯
蓄

せ
し
む
べ
し
、
但
し
貯
蓄
金
取
扱
に
係
る



明治 ・大正期の女子労働政策 仁)43

方
法
は
各
組
合
に
於

て
之
れ
を
定
む
べ
し
。

第

一
六
項
、
各
組
合

に
於

て
は
左

の
範
囲
内
に
於
て
工
女
賞
罰
に
係
る

一
定
の
方
法
を
設
け
こ
れ
を
施
行
す
べ
し
。

一
、
賞
与

一
ケ
月

金

一
円
以
内

一
、
過
料

一
ケ
月

賃
金
額
以
内

但
し
粗
製
濫
造

に
依
り

一
ヵ
年
三
回
以
上
過
料
処
分
を
受
け
た
る
も

の
及
び
其
他
特

に
不
都
合

の
所
為
あ
る
も

の
は
解
雇
す

べ
し
。

以
上

の
規
約

に
よ
る
と
、
当
時

の
女
工
は
き
び
し
い
取
締
り
を
う
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
工
女
は
、
他

の
工
場

に
い
く
自
由
選
択

が
な

い

(
四
項
)
、
自
分
で

工
場
を
止
め
た
場
合
は
、
六

ヶ
月
、
事
業
主

に
よ

っ
て
誠
首
さ
れ
た
場
合
は
、

一
ヵ
年
仕
事

に

つ
く

こ
と
が

で
き
な

い

(
五

・
六
項
)
、
賃
金

の

一
方
的
決
定
と
支
給

二

二
項

)、
さ
ら

に
過
料
を
全
賃
金
に
課
す
る
こ
と
も

可
能

二

六
項

)、
賞

与

一
ヶ
月
、

一
円
は

(
同
項

)、
当
時

の
賃
金

は

一
日
約
三
拾
三
銭
程
度

で
あ
り
、
し
た
が

っ
て

一
円
と
い
う

の
は
、
わ
ず

か
三
日
分

に

す
ぎ
な

い
。

こ
の
よ
う
な

一
方
的
封
建

的
規
約
は
、
結
局
労
働
時
間
の
延
長
、
賃
金

の
引
き
下
げ
な
ど
、
労
働
条
件
を
劣
悪
な
も

の
に
す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

雨
宮
製
糸

場
を
含
め
て
、
当
時

の
女
工

の
労
働
時
間
は
大
体

一
四
時
間
で
あ

っ
た
。

一
四
時
間

の
時
間
帯
は
、

一
般
に
、
朝
四
時
三
〇

分
に
出
場
し
、
昼

の

一
二
時

三
〇
分
ま
で
八
時
間
働
き
、
中
食

一
時
間
を
と

っ
て
、

一
時

三
〇
分
か
ら
夜
七
時
三
〇
分
ま
で
六
時
間
働
く

の
が
普
通

で
あ

っ
た
。

雨
宮
製
糸
で
は
、
昼
食
時
の
三
〇
分
を
差
し
引

い
て

一
四
時
間
半
に
改
め
た
わ
け

で
あ
る
。

朝

四
時

三
〇
分
出
時
、
夜
七
時
三
〇
分
終
了
と
い
う

こ
と
は
、
遠
く
か
ら

の
通
勤
工
に
と

っ
て
大
変
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
彼
女
た
ち
は
、

朝
三
時
半

に
家
を
出

て
、
夜
八
時
半
に
帰
宅

と
な
る
。
当
時
、
治
安
維
持
も
十
分
で
な
く
、
痴
漢
、
暴
漢
が
お
お
か

っ
た
。
た
ま
に
遅
刻

す
る
と
、
同
盟

の
規
約
に
よ

っ
て
、
賃
金
が
差
し
引
か
れ
た
。
子
持
ち

の
女
性
が
時
間
ど
お
り
に
出
勤
し
て
も
、
二
〇
分

の
時
間

の
賃
金

を
差
し
引

か
れ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
便
所
に
行
く
時
間
や
水
を
飲
む
時
間
も
差
し
引
か
れ
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
規
約
の

一
六
項

　
　

ね

が
援

用
さ

れ

て
、
容

赦

な
く
実

施

さ

れ
た

も

の
で
あ

っ
た
。
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雨
宮
製
糸
争
議
は
、
以
上

の
よ
う
な
背
景

の
も
と
で
、
発
生

し
た
。

そ
れ
で
は
、
争
議

の
経
過

に

つ
い
て
、
み
て
み
よ
う
。

争
議
は
、
六
月

一
二
日
ご
ろ
か
ら
、
百
余
名

の
女
工
た
ち
が
同
町
の
寺
院
に
集
合
し
完
全
同
盟
休
業
を
行
な

っ
た
。

工
場
主
の
雨
宮
喜

兵
衛
は
、
あ
わ
て
て
主
謀
者
と
協
議
し
、
近
村

の
通
勤
工
女
だ
け
出
勤
時
間
を

}
時
間
お
く
ら
せ
る
な
ど
打
開
策
を
図

っ
た
が
、
こ
ん
ど

は
市
内
居
住

の
女
工
た
ち
が
、
そ
れ

で
は
不
公
平
と
わ
ざ
わ
ざ
不
良
品
を
出
す
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
の
で
、

つ
い
に
工
場
主
が
譲
歩
し
、

六
月

一
六
日
、
ω
出
勤
時
間
を

一
時
間
ゆ
る
め
る
こ
と
。
ω
そ

の
他
な
ん
ら
か
の
方
法

で
、
優
遇
措
置
を
考
え
る
こ
と
と
い
う
条
件
で
解

決
し
た
。
争
議
は
、
全
面
的
に
女
工
の
勝
利
で
終

っ
た
。

雨
宮
製
糸
争
議
が
発
生
し
た
六
月
、
同
じ
く
甲
府

の
海
老
平
紡
績
で
は
、
長
野
県
松
本
か
ら
き

て
い
た
女
工
二
〇
名
が
、
生
糸
組
合
規

約
に
よ
る
取
締
り
が
過
酷

の
た
め
逃
亡
す
る
と
い
う
事

件
が
起
こ

っ
た
。
ま
た
、
同
月
に
、
甲
府
沢
井
製
糸

の
女
工
四
五
名
は
、
賃
下
げ
、

労
働
時
間
延
長

に
抗
議
し

て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な

っ
た
。
ま
た
、
七
月

に
は
、
甲
府

の
丸
山
製
糸
紡
績

の
女
工
七
〇
人
、
八
月
に
は
、
甲

府
長
田
製
糸

の
女
工
五
〇
人
が
そ
れ
ぞ
れ

ス
ト
ラ
イ
キ
を
し

て
い
る
。

明
治

二
五
年
九
月

に
は
、
甲
府
矢
島
製
糸

の
女
工

一
五
〇
名
が
、
賃
下
げ
反
対

ス
ト
を
行
な

っ
た
が
、
こ
の
と
き
は
女
工
側

の
団
結
が

総
崩
れ
と
な
り
、
完
敗
し
た
。

明
治
三

一
年

二
月
、
三
井
富
岡
製
糸
場

の
女
工

(
通
勤
工
)
二
三
〇
名
は
、
賃
金
支
払

の
改
定

に
反
対
し
て
、
七
日
間
の
同
盟
罷
業
を

決
行
し
た
。

こ
の
争
議

は
、
結
局
女
工
側
が
譲
歩
し

て
終
了
し
た
。

明
治
三
五
年
九
月
に
は
、
山
梨
県

の
山
梨
製
糸

の
女
工
五
〇
〇
人
が
、
劣
悪
な
待
遇
な
抗
議
し

て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な

っ
て
い
る
。

続

い
て
、
明
治
三
六
年
七
月
、
甲
府
草
薙
社

の
女
工
九
〇
〇
名
が
争
議

を
行
な

っ
て
い
る
。

こ
の
争
議

は
、
ω
女
工
の
賃
金
引
下
げ
、

ω
粗
食

に
対
す
る
不
平
、
㈲
監
督
が
厳
重
で
自
由
が
な
い
、

こ
と
を
理
由
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
争
議
は
、

一
一
日
間
に
わ

た
り
、
賃
金
引
上
げ
、
監
督
を
ゆ
る
め
る
、
争
議

の
中
心
と
な

っ
た
三
工
女

の
解
雇
、
を
条
件

に
妥
結

し
た
。
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明
治
四
〇
年
七
月
、
群
馬
県

山
十
組
製
糸

の
女
工
三
〇
〇
名
は
、

一
六
時
間
労
働
、・
食
事
改
正
、
工
場
の
衛
生
不
備
な
ど
に
抗
議
し
て

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な

っ
て
い
る
。

明
治

四
四
年

に
な
る
と
、
島
根
県
高
津
製
糸

の
女
工
四
四
名
が
、
賃
上
げ
を
要
求
し
て
二
五
日
間

の
長
期

ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
て
い
る
。

大
正
期
、
と
く
に
第

一
次
世
界
大
戦
後
あ
た
り
か
ら
、
製
糸
業
の
女
子
労
働
運
動
も

一
段
と
高
ま

っ
て
き
た
。
争
議

の
規
模
も
大
き
く

な

っ
て
き
た
。
以
下
、
主
要
な
争
議
を
あ
げ

て
お
き
た
い
。

大
正
八
年

五
月
、
長
野
県
上

田
時

田
舘
で
は
、
過
酷
な
労
働
、
工
賃
不
当
な
ど

に
抗
議
し
て

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な

っ
て
い
る
。

こ
の
と

き

の
女
工

の
ス
ト
参
加
人
員
は
、

一
、
○
○
○
人
以
上
で
あ

っ
た
。

同
年

=

月

で
も
、
埼
玉
県
石
川
第

一
製
糸

の
女

工
八
〇
〇
名
が
、
五
割

の
賃
上
げ
を
要
求
し
て

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な

っ
て
い
る
。

大
正

=

年

一
一
月
の
仙
台
片
倉
組
製
糸
工
場
の
争
議
は
、
賃
金

五
割
増
要
求
、
賃
金
工
程
率

の
随
時
発
表
、
貯
金
額

の
公
表
な
ど
を

要
求

し
て
行

な
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
と
き

の
ス
ト
参
加
人
員
は
、

一
、
○
○
○
名
と
さ
れ
て
い
る
。

翌
年

の
大
正

一
二
年

一
月

の
栃
木
県
山
十
組
製
糸
所

の
争
議
で
は
、
工
賃
値
上
げ
要
求
を
し
て

一
、
三
〇
〇
名
が
参
加
し
て
い
る
。

そ

の
他
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け

て
、
製
糸
業

の
不
況
が
深
刻
化
す
る
に

つ
れ

て
、
大
小

の
労
働
争
議
が
頻
繁
に
発
生

し
て

い
る
。
な
か

で
も
、
昭
和

二
年

八
月

に
発
生
し
た
長
野
県
諏
訪
地
方

の
山

一
林
組

の
争
議
は
、

一
、
三
五
七
人

の
参
加
者
に
よ

っ
て

一
八

日
間

に
わ
た
り
決
行
さ
れ
、
製
糸
労
働
史
上
未
曽
有

の
大
争
議
で
あ

っ
た
。

こ
の
年

の
三
月

に
は
、
日
本
総
同
盟
傘
下
で

「
全

日
本
製
糸

労
働
組
合
」
が
岡
谷
で
発
足
し
、
八
月
に
は
、

二
〇
数
支
部
八
、
○
○
○
人
が
組
合
員
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
。

45

4321

日
本
繊
維
産
業

史
刊
行
委
員
会
編

『
日
本
繊
維
産
業
史
』
総
論
篇

、
日
本
繊
維
協
議
会
、
繊
維
年
鑑
刊
行
会
、

日
本
繊
維
産

業
史
刊
行
会

『
前
掲
書
』

各
論
篇

、

一
六
四
頁
。

「
山
梨

日
日
新
聞

」
明
治

一
八
年

八
月

=
二
日

「
山
梨
労
働
運
動
史
」
昭
和

二
七
年
、
三
～

四
頁
。

赤
松

良
子
、
編
集

・
解
説

『
前
掲

書
』
第
三
巻
、
労
働

、
ド
メ

ス
出
版
、
昭
和
五
八
年

、
三
七
八
頁
。

昭
和
三
五
年
、
三
九
九
頁
。
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(
5

)

赤
松

良
子
、
編
集

・
解
説

『
前
掲
書
』

三
八

一
頁
、

(
6
)

赤
松
良

子
、
編

集

・
解
説

『
前
掲
書
』

三
八

二
頁
。

「
山
梨
労
働
運
動
史
」

一
〇
～

一
一
頁
。

⇒

紡
績
業
の
女
子
労
働
運
動

(

1

明
治

二
一
一年
の
天
満
紡
績
争
議
を
中
心
に

明
治
政
府

の
保
護
政
策

に
よ

っ
て
発
足
し
た
わ
が
国
紡
績
業
は
、

近
代
的
綿
糸
紡
績
と
し
て
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。

表23日 清戦争後の紡績業の発展

年 次
4

工場数 据付錘数
1綿 糸産額(貫)

明治24年 40 401,642 7,689,938

25年 41 403,226 10,247,508

26年 4s 473,158 10,666,744

27年 53 627,816 14,620,008

28年 56 677,108 18,437,012

29年 68 959,606 20,585,485

30年 79 1,207,174 26,134,120

31年 80 1,295,310 32,163,239

32年 75 1,359,154 37,709,378

33年 67 1,361,122 31,079,252

出所:飯 島幡司 『日本紡績史』120頁

表24日 清戦争後の綿糸輸出の躍進

明
治

一
五
年
民
間
資
本
で
設
立
し
た
大
阪
紡
績

の
成
功
に
よ

っ
て
、

年 次 数 量(斤) 価 額(円)

明治23年 9,337 2,364

24年 32,387 7,873

25年 32,754 7,720

26年 315,993 59,176

27年 3,538,868 955,530

28年 3,532,893 1,034,479

29年 21,974,713 4,029.25

30年 42,434,975 13,490,197

31年 68,833,763 20,116,586

32年 102,360,832 28,521,438

33年 62,619,660 19,901,522

出所:飯 島幡 司 『日本紡績 史』122頁

と
く

に
、

日
清
戦

争
後

、
紡
績

業

は
大

き
く
躍

進

し
た
。

表

23
が

示
す

よ
う

に
、

こ
の
機

に
工
場
数

、

据
付
錘

数
、
綿

糸
産

額
は
、

大
き

く
伸

び

て
い
る
。

ま

た
、
綿

糸

の
輸

出
状
況
を

み

て
も
、

日
清
戦
争
後

、

飛

躍
的

に
伸
び

て
い

る

(表

24

)

や
が

て
、

わ
が

国
紡

績
業

は
、

日
露

戦

争
を
経
て
、
紡
績
業
と
し
て
の
強
力
な
基

礎
を
確
立
し
、
さ
ら

に
、
第

一
次
大
戦
下

の
大
正
期
に
か
け
て
急
激
な
膨
張
発
展
を

と
げ
、
輸
入
綿
糸
を
駆
使
し
輸
出
産
業
と

し
て
世
界
市
場
に
進

出
し

て
い

っ
た
。
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表25紡 績業確立期の労働者の増加状況

47

紡
績
業

の
飛
躍
的
な
発
展
は
、
紡
績
業

に
従
事
す
る
労
働
者
を
急
激
に
増
大
さ
せ
て
い

っ
た
。
表

25
は
、
紡
績
業

の
確
立
期
に
お
け
る

労
働
者

の
増
加

の
状
況
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
紡
績
業

の
労
働
者

は
、
明
治
二
三
年
を
機
と
し
て
急
激

に
増
加
し
て

い
る
。

こ
れ
は
、
同
年

に
お
け
る
初
め
て
の
生
産
過
剰

恐
慌
を
機
会

に
清
国
市
場

へ
綿
糸
を
輸
出
し
、
こ
れ
に
よ
り
紡
績
業
が
著
し
く
発

　
ユ

　

展
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国

の
紡
績
業
は
、

日
清

・
日
露
両
戦
争
を
経

て
飛
躍
的
に
発
展
し
、
そ

の
労
働
者
の
数
も
急
激
に
増
加
し
て
き
た
。

し
か
し
、
労
使
関
係
の
面
で
は
、
明
治
初
年
以
来
い
ぜ
ん
と
し
て
身
分
関
係
や
主
従
観
念
が
支
配
し
、
労
働
条
件
も
劣
悪
な
ま
ま
で
、

い

わ
ゆ
る
原
生
的
労
働
関
係
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

こ
の
よ
う
な
労
働
関
係

の
な
か
か
ら
、
必
然
的

に
労
働
争
議
が
発
生
し
て

年 次 総 数 男 工 女 工 女工の割合

明治19年 1,877 706 1,171 一

23年 14,415 4,089 10,330 71.s

24年 19,267 5,051 14,216 73.7

25年 25,231 6,354
..

74.8

29年 47,481 1!,394 36,087 76.0

30年 44,991 9,933 35,059 78.0

40年 76,880 14,879 62,001 80.6

大正元年 101,754 19,428 82,32680.2

出所=「貨幣制度調査会報告」「農商務統計表」よ
り作成。

き

た

。

し
か

し
、

そ

の
よ

う

な
労

働
争

議

の
ほ
と

ん
ど

は
、

「感

情

的

な
反

機
」

な

ど

か
ら

自

　
　

　

然
発

生

的
な

か
た

ち
を

と

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
紡

績
業

で
は
、
明

治
期

を
と

お
し

て
組
織

的

な

労
働

組
合

は
生

ま
れ

な

か

っ
た
。

紡
績

業

に
お

い

て
、

は

じ
め

て
女
子
労

働

者
を
中

心
と
す

る
労
働

争
議

が
発

生

し
た

の
は
、

明
治

二
二
年

(
一
八

八
九
年

)

の
天
満
紡

績

の

ス
ト

ラ
イ

キ
で
あ

る
。

こ
れ

に

つ
い

て
、

明
治

二
七

年

二

八

九
四
年

)

の
天
満
紡

績

の

ス
ト

ラ
イ

キ
が
、

紡
績
業

に
お
け

る
最
初

の

ス
ト

ラ

イ
キ

で
あ

る

と
す

る
見

か
た
が
あ

る
。

た
と
え
ば
、

「プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
と

日
本
型
ブ

ル
ジ

ョ

ハ
ヨ

　

ア
ジ

!
と

の
拮

抗

の
現

実
化

、

即
ち

天
満

紡

績
罷

工

(明

治

二
七
年

)
を
起
点

と
す

る

・…

-
」
、

あ

る

い
は
、

「
二
七

年

一
月

二
六

日

に
は
天
満

紡
績

株

式

会

社

に
於

て
職

長

に
対
す

る
不

満

か

ハ
イ

　

ら
罷

業

が
起

っ
た

…

…
之

が

真

の
意

味

の
近

代

的

ス
ト

ラ
イ

キ

の
始
」
、

と
す

る

な
ど

の
見

か

た
が

あ
る
。

し

か
し

、
実
際

に
は
、

明
治

二
七
年

以
前

の
明
治

二
二
年

に
、

大
阪

天
満
紡

績

と

い
う

、
当
時

と

し

て
は
近
代

的

な
大

工
場

に
お

い

て
労
働
争

議

が
発

生
し

て
お
り

、
し

か
も

、
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そ

の
争
議

の
内
容
や
性
格
も
、

い
わ
ゆ
る

ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
も

っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
明
治
二
二
年

の
天

満
紡
績
争
議
こ
そ
、
紡
績
業

に
お
け
る
最
初

の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
明
治

二
二
年

の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
紹
介

し
た
上
で
、
再
度
右
に
述
べ
た
点
に

つ
い
て
も
再
論
し
た
い
。

明
治
二
二
年

一
〇
月
の
天
満
紡
績

の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
同
年
に
発
生
し
た
各
地

の
水
害

・
凶
作
に
よ
る
米
価

の
異
状
な
騰
貴
を
背
景

に

発
生
し
た
。
当
時

の

『
大
阪
朝

日
新
聞
』

に
よ
る
と
、
「
現
米
は
八
円
以
上

と
な
り
今
に
も
十
円
迄
奔
騰
せ
ん
ず
勢

ひ
を
見

て
市
中

の
鳩

米
商
は
勿
論
水
車
白
米
商

に
至
る
迄
此
所
で
こ
そ

一
儲
け
せ
ん
と
庭
に
積
し
品
物
を
急

に
何
れ

へ
か
匿
し
て
特
用
品

の
あ
ら
ざ
る
体
に
な

し
甚
し
き
附
札
を
も
出
さ
ず
客
が
来
れ
ば
彼
方
次
第
て
高
く
売
付
け
中

に
は
二
斗
注
文

の
所

へ
は

一
斗
、

一
斗

の
所

へ
は
五
升
と
い
ふ
や

う
な
塩
梅

で
所
謂
品
物

の
締
売

と
出
掛
け
不
徳
義
な
る
事
を
し
て
数
年
来

の
花
客
先

へ
手
支

へ
さ
せ
し
者
さ

へ
」
あ
る
始
末
で
あ

っ
た
と

つ
つ
　

記

し

て
い
る
。

ハ
　

　

ス
ト
ラ
イ
キ
の
要
求
項
目
は
、
{賃

上
げ
要
求
」
だ
け
で
あ

っ
た
か

の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時

の

『
大
阪
朝
日
新
聞
』

は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

「
而
し

て
以
上
記
す
所

の
報
に
て
は
、
右

の
騒
ぎ
は
完
く
工
賃
引
上
げ

の

一
事
に
原
因
す
る
も
の
の
如
く
な
れ
ど
も
、
他

の

一
報

に

拠
る
と
き
は
、
其
事

の
外
、
本
年
上
半
期
分
特
賞
と
し
て
金
八
百
四
十
円
を
九
月
二
十
日
ま
で
に
与

へ
ん
と
取
締
東
某

の
約
し
置
け
る

に
、
未
だ
之
を
得
ざ

る
事

と
、
待
遇

の
公
平
な
ら
ざ
る
事
等
も
亦
原
因
に
て
、

一
昨

日
の
如
き
は
午
后
三
時
頃
に
至
り
、
五
年
間
誓
約

書

(
同
社

に
工
人
た
る
も

の
は
当
初
五
年
間
従
事

の
誓
約
を
立

て
し
む
)
井

に
積
立
金

の
返
附
を
迫
れ
る
工
女
四
、
五
十
名
あ
る
に
及

　
フ

　

べ

り

と

の
こ
と
な

り
」
。

こ
れ

に

よ
る

と
、

ス
ト

ラ
イ

キ

の
要
求

項

目
は
、

以
下

の
四
項

目

で
あ

る
。

O

賃

金

引

上
げ

。

⇔

上
半

期
特

別
賞

金

(賞

与

)

の
支

給
。
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口

待
遇

の
公
平
。

㈲

「
五
年
間
誓
約
書
」
と

「
積
置
金
」

の
返
付
。

賃
上
げ

に

つ
い
て
は
、
物
価
騰
貴
が
背
景
に
な

っ
て
い
る
が
、
同
時

に
、
天
満
紡
績

の
労
働
者
の
賃
金
が
他
社
よ
り
低
か

っ
た
事
情
も

ひ
と
く

る
ま

あ

っ
た
。
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
は
、
「
堂
島
紡
績
所
に
比
す
れ
ば

一
車

の
手
間
賃
に
就
き

二
三
厘
も
低
け
れ
ば
是
非
引
上
げ
を
な
せ
よ
決
し

ド
　

　

て
無

理
な
る
請
求

に
あ
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る
。

上
半
期
特
別
賞
金

は
、
会
社
側
が

八
四
〇

円
を
九
月

二
日
ま
で
に
支
給
す
る
と
約
束
し
て
お
き
な
が
ら
支
給
し
な
か

っ
た

の
で
、

こ
れ

を
要
求
し
た
も

の
で
あ
る
。

待
遇

の
公
平
は
、
当
時

工
女

の
差
別
待
遇
が
行
な
わ
れ
て
い
た
実
情
か
ら
、

こ
れ
を
是
正
す
る
よ
う
要
求
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

「
五
年
間
誓
約
書
」
と
い
う

の
は
、
天
満
紡
績
会
社
に
入
社
す

る
さ
い
、
入
社
後
五
年
間
同
社
に
勤
務
す
る

こ
と
を
誓

約
し
た
文
書

で

あ
る
。
当
時
、
お
お
く

の
紡
績
会
社
は
、
期
間

の
長
短

は
あ
る
も

の
の
、

こ
の
種

の
誓
約
書
を
提
出
さ
せ
て
い
た
。

「
積

置
金
」
は
、
強
制
貯
金

に
よ

っ
て
貯
蓄
し
た
積
立
金

の
こ
と
で
あ
る
。
「
大
日
本
綿
糸
紡
績
同
業
聯
合
会
」

は
、
明
治

二
六
年
に

ハ
　

け

「
職

工
取
扱
準
則
」
を
設
け
て
、
職

工
に
貯
金
を
強
制
し
た
。

こ
の
準
則
は
、
強
制
貯
金
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
。

第

二
十
六
条
、
職

工
を
し
て

一
は
傭
主
に
対
し
自
己

の
信
認
を
表

し

一
は
各
自
非
常

の
用
途

の
備
ふ
る
の
目
的
を
以
て
応
分
貯
金
せ
し

む
る
為

め
貯
金
奨

励
規
定
を
設
く
可
し

第

二
十
七
条
、
職

工
貯
金
は
傭
主

に
於

て
預
り
利
殖
す
る
か
或
は
預
金
局
郵
便
局
亦
は
確
実
な
る
銀
行
等
に
預
け
し
む
可
し
其
保
管
は

傭

主
其
責

に
任
し
職
工
を
し
て
貯
金

の
本
旨
を
遵
守

せ
し
む
る
を
要
す

ま
た
、

こ
の
準
則

の
第
三
十

一
条

で
は
、
懲
罰
に

つ
い
て

「
解
傭
未
払
工
銀
及
貯
金
恩
給
等
を
損
害
要
償

の
為

の
没
収
」
す

る
旨

の
規

定
を
設
け

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
強
制
貯
金

の
主
な
ね
ら
い
は
、
職
工
の
福
利

の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

「
損
害
要
償
」
に
あ

っ

ド
い

　

た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
満
紡
績

の

「
積
置
金
」
も
、
お
お
む
ね

こ
の
よ
う
な
性
質

の
強
制
貯
金

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
し

て
や
当
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時
は
、
職
工
の
争
奪

・
逃
亡
が
激
し
く
、
そ

の
た
め
会
社

は
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、

こ
の
天
満
紡
績

ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
ど

の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
決
着

し
た

の
か
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
明
治

二
二
年
九
月
三
〇

日
か
ら

一
〇
月
五
日
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
九
月
三
〇
日
、
午
前
九
時

の
休
憩
時
間

に
紹
場

の
女
工
約
三
〇
〇
人
が
食
堂
に
集
ま
り
、
主
だ

っ
た
人
の
提
言
に
よ
り

「
今
日

こ
そ
は
賃
金
引

上

の
言
出
を
為
す
の
宣
か
ら
め
」
と
相
談
。
正
午
に
同
じ
相
談
を
し
、

一
二
時
三
〇
分

の
就
業
時
間

の
汽
笛
が
な

っ
て
も

誰
も
工
場
に
行
か
な
か

っ
た
。

工
場

の
役
員
が
不
審

に
思

い
、
食
堂

に
来
た
と
こ
ろ
、
相
談
中

の
女
工
二
、
三
人
が
矢
庭
に
役
員
に
賃
上

げ

の
要
求
を
し
た
。
役
員

は
、
要
求

に

つ
い
て
は
社
長
と
協
議
し

て
、
返
答
す
る
旨
を
約
し
、
そ
れ
ま
で
平
常
ど
お
り
就
業
す
る
よ
う

に

い
い
、
就
業
さ
せ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
何

の
返
答
も
な
い
の
で
、
午
後

五
時
三
〇
分
、
女
工
た
ち
は
再
び
仕
事
を
止
め
、
会
社

の
門
前

に
出
て
、
夜
業

の
た
め
に
出
社
し
て
き
た
女
工
を
待
ち
う
け
、
「
人
毎

に
何
か
示
合
せ
し
模
様
」
で
あ

っ
た
が
、
そ

の
日
は
そ
の
ま
ま
何

も
起
こ
ら
な
か

っ
た
。

そ
の
日
か
ら
女
工
た
ち
は
、
と
に
か
く
仕
事
が
手
に

つ
か
ず
、
た
だ
役
員

の
返
答
を
待

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
会
社
か
ら
何

の
返
答

も
な

い
の
で
、

つ
い
に

一
〇
月
二
日
午
前
七
時
ご
ろ
、
約
三
〇
〇
人

の
女
工
が
会
社

の
南
側
に
あ
る
野
道

に
集
ま
り
、
役
員
を
待
ち
か
ま

え
、
そ
こ

へ
吉
村
某
と
い
う
役
員
が
来
た

の
で

ヒ
タ
と
取
巻
き
、
八
方
よ
り
賃
金
引
上
げ

の
返
答
を
ど
う
な

っ
た
か
と
迫

っ
た
。
吉
村
は
、

女
工
た
ち
に
と
に
か
く
社
内

に
入
れ
と
い
い
、
女
工
た
ち
が
社
内
に
入
る
や
否
や
、
彼
は
彼
女
た
ち
を
厳
重

に
取
調
べ
、
即
座
に
発
起
人

を
解
雇
し
、

そ
の
他

の
女

工
は
説
諭
し
て
就
業
さ
せ
た
。

し

ょ
く

に
ん

翌

一
〇
月
三
日
、
こ
の
騒
ぎ

に
、
機
械
場

の
工
男
に
も
女
工
に
同
調
す

る
者
が
あ
ら
わ
れ
、
彼
ら
は

「若

し
役
員

に
於

て
所
望

の
幾
分

を
許
容

せ
ざ

ら
ん
に
は
、
男
女
職
工
共

に
同
盟
罷
工
を
な
さ
ん
」
と
決
心
し
た
。

こ
の
日
、
女
工
た
ち
は
朝
夕
、
会
社

の
門
前
に
集
ま
り
、
昼
業
や
夜
業

の
た
め
出
社
し
て
く
る
職
工
を
押
し
止
め
た
。
彼
女
た
ち
は
、

「
此
八
百
余
名

の
職
工
が
打
揃
ふ
て
出
社
せ
ざ
れ
ば
会
社
は
終
に
閉

口
し
て
賃
金
の
値
上
げ
を
な
し
就
職
を
頼
む
は
必
定
な
り
」
と
い
い
、
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出

社
す

る
職

工

の
弁

当

を
取

り
あ

げ

た
り

し
た

。

こ

の
日
は
、

欠
勤

す
る
職

工
が

多

か

っ
た
。

会

社

の
側

は

、

三

日
に
出

勤
す

る
職

工
が
あ

ま
り

に
少

な
か

っ
た

の
で
、

つ
い

に
営

業
を

中

止
し

た
。

役
員

ら

は
、

人
力

車
な

ど

で
欠

勤

し

て

い
る
職

工

に
出
社

を

う
な
が

し

、
ま

た

、
会
社

の
門

前

に

「
工
女

三
百
名

、
試
験

の
上
採

用
致
す

べ
く

に
付

き
、

望

の
者

は
住

所

姓

名

を

記

し
、

書

面
差

出

す
べ

し
」

を
掲

示
し

、
女

工

の
募

集

に

の
り
だ

し

た
。

他
方

、

ス
ト

ラ
イ

キ
に
参
加

し
た

約

四
〇
〇

人

の
職

工
た
ち
は

、
午

後

か
ら
天
満

紡
績

や
堀

川
監
獄

、
硝
子
製

造
会
社

近
く

に
集

ま
り

、

種

々
相
談

を

し

合

っ
た
。

そ

の
こ
と

が
、

憲
兵
第

六
管

区

長
柄

屯
所

の
知

る

と

こ
ろ
と
な

り
、
憲

兵

四
人

が
そ

の
場

に
出
張

し
、

集
ま

っ

て
い

る
職

工

た

ち

に
説
諭

を
加

え

、
解

散

を
命

じ

た
。

一
〇

月

四

日

に
な

る

と
、
会

社

は
、
争

議

の

「
発

頭
人
中

重
立

ち

た
る
」

男
女

六
〇

余

人
、
女

工

二
〇
余

人
を

呼
び

、
厳
重

に
取

調

べ

た

。

こ
れ

は
、

解
雇

す

る

か
、

あ

る

い
は
要

求
を

入
れ

て
賃

上
げ

を
す

る

か
に

つ
い
て
決
断
す

る
た

め
で
あ

っ
た
。

一
〇
月

五

日
、
昼

業

職

工

四
〇

〇

人
が

、
会

社

の
説

諭

に
服
し

て
就
業

す

る
よ

う

に
な

つ
た

。

し
か

し
、
夜

業
職

工
数

百
人

は
、

会
社

の
説

諭

に
承

服

し
な

い
で
、

「
賃

金

の
値

上

げ

を

聞
入

れ

ぬ
と

な
ら
ば

我

々
に
相

当

の
前

借
を

許

さ
れ

た

し
」

と
会

社

に
要

求
し

た
。

し

か

し
、

こ

の
要

求
は

と

お
ら

な
か

っ
た
。

結

局

、

こ

の

ス
ト

ラ

イ
キ

は
、
会

社

側
が

説

諭

に
服

さ

な
け

れ
ば
、

解
雇

す

る
と

い
う

強

い
態

度

に
出

た
た

め
、
職

工
た

ち
は

止

む
な

く

会

社
側

と
妥

協
す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

会

社
側

は
、

職

工
が

ス
ト

ラ
イ

キ
を
中

止
す

る

こ
と

を
前
提

に
、

次

の
二
点

を
認

め
る

こ
と

に

な

っ
た
。

O

就

業

の
う

え
、

勤
勉

な
も

の
に

は
賃

金

の
引

き
上

げ

を
行
な

う
。

⇔

本

年
上

半

期

に
お

け

る
特

別
賞

金

は
、

六
月
ま

で

に
入
社
し

た
も

の
に
限

り
、

一
〇

月

二
〇

日
ま

で

に
支
給
す

る
。

　
れ

り

こ
れ

に
よ

り

、
天
満

紡
績

の

ス
ト

ラ
イ

キ
は
決

着
し

た
。

こ

の

ス
ト

ラ
イ

キ
で

は
、

条
件

付
き

で
は
あ

る
が
、
会

社
側

の
譲
歩

が
あ

り
、

そ

の
意
味

で
は

、

一
応

労
働

者

の
勝

利
だ

っ
た

と

い
え
よ

う
。
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以
上
、
明
治
二
二
年

の
天
満
紡
績

の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
め
ぐ

っ
て
、
そ

の
要
求
項
目
や
経
過
な
ど

に

つ
い
て
み
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の

ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
自
然
発
生
的
で
は
あ

っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る

「
感
情
的
な
反
擬
」
や
単
な
る

「
騒
擾
」
と
し
て
発
生
し
た
も

の
で
は
な

か

っ
た
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
最
初
か
ら
、
賃
上
げ

・
賞
与
要
求

・
待
遇
公
平
な
ど
労
働
条
件
や
労
働
者

の
待
遇
に

つ
い
て
の
要
求
を

掲
げ

て
い
た
。
ま
た
、
そ

の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
規
模
や
形
態

に
お

い
て
も
、
天
満
紡
績
と
い
う
近
代
的
な
大
工
場
に
お
け
る
同
盟
罷
業
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
で
、
明
治

二
二
年

の
天
満
紡
績

の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
紡
績
業

に
お
け
る
最
初

の
労
働
争
議

で
あ

っ
た
と
い
え

よ
う
。

明
治

二
二
年

の
天
満
紡
績

ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
点
に
し
て
、
そ

の
後
紡
績
業

に
お
い
て
、
数

々
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
て
い
る
。
明
治

二
七
年

二

八
九
四
年

)

一
月
、
同
じ
天
満
紡
績
で
、
主
任
技
師
、
工
務
係
ら

の
不
公
平
取
扱
い
に
怒

っ
た
男
女
工
が
、
解
雇
を
要
求
し

て

ス
ト
を
決
行
し
た
。

こ
の
労
働
争
議
は
、
労
働
者

の
敗
北
に
終
わ
り
、
首
謀
者
六
人

に
刑
法
二
七
〇
条

の
工
業
妨
害

の
刑
が
適
用
さ
れ

ハ
ね
　

た
。
わ
が
国
で
、

ス
ト
ラ
イ
キ
に
刑
法
が
適

用
さ
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ

っ
た
。

つ
い
で
明
治
二
七
年

二

八
九
四
年
)
の
四
月
と
翌
二
九
年

の
七
月
に
、
三
重
紡
績
に
お
い
て
部
長
横
暴

に
反
発
し
た

の
を
は
じ
め
と

し

て
三
次
に
わ
た
る

ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
も
労
働
者
側

の
敗
北
と
な
り
、
首
謀
者
五
人
が
解
雇
さ
れ
た
。

明
治

三
〇
年

二

八
九
七
年
)
八
月

に
な
る
と
、
ま
た
天
満
紡
績
会
社
に
お
い
て
、

ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ

キ
は
、

石
川
県
出
身

の
女
工
が
、
加
賀
乞
食
と
悪
罵
さ
れ
た

の
が
発
端
と
な

っ
て
、
差
別
待
遇
に
反
対
し
て
ス
ト
が
決
行
さ
れ
た
。

こ
の

ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
警
官

の
説
諭

に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
た
。

同
年
に
は
、
賃
上
げ
を
要
求
し
て
新

町
紡
績
争
議
も
発
生

し
、
こ
こ
で
は
首
謀

者
十

一
名
が
解
雇
さ
れ
た
。

明
治
四
二
年

(
一
九
〇
九
年

)
九
月
、
姫
路
市
播
磨
紡
績
が
賃
上
げ
を
要
求
し
て
ス
ト
を
決
行
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
明
治
四
三
年

(
一

九

一
〇
年
)
大
阪
紡
績
松
島
分

工
場
が
、
年
末
賞
与
増
額
、
貸
売
反
対
を
要
求
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
四

年

二

九

=

年

)
三
月
に
は
、
鐘
紡
岡
山
花
畑
工
場
に
お
い
て
、
賃
下
げ
反
対
、
強
制
貯
金
反
対
を
掲
げ

て
、
職
工
三
〇
〇
名
が

ス
ト
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ラ
イ
キ
を
行
な

っ
て
い
る
。

以
上
、
明
治
期

に
お
け

る
紡
績
業

の
労
働
争
議
に

つ
い
て
み

て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
争
議
は
い
ず
れ
も
労
働
組
合
に
よ
る
組
織
的
な
争

議
で
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
争
議
は
、
明
治
期

の
身
分
関
係
や
主
従
観
念

で
支
配
さ
れ

て
い
る
労
使
関
係

の
下
で
発
生
し
て
お

り
、
そ
れ
だ
け

に
会
社
側

の
強
行
な
態
度

に
労
働
者
側
が
敗
北
に
終
わ
る
場
合
が
多
か

っ
た
。

他
方
、
企
業
外

で
は
、
政
府
が
、
明
治
三
三
年

二

九
〇
〇
年
)
三
月
に
、
「
治
安
警
察
法
」
を
公
布
し
、

こ
れ
ら

の
労
働
運
動
を
弾

圧
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ

に
よ
り
、
紡
績
業
に
お
け
る
女
子
労
働
運
動
は
、
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

大
正
期
に
入
る
と
、
第

一
次
世
界
大
戦

(
一
九

一
四

-

一
九
年

)
は
紡
績
業

に
と

っ
て
、
日
清

・
日
露
両
戦
争
に
お
け
る
よ
り
も

は

)%(率比
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の労働争議」

る
か
に
飛
躍
的
な
発
展
を
も
た
ら

し
た
。
労
働
関
係

に
お

い
て
も
、

大

正

五
年

二

九

一
六

年

)

に

「
工
場
法
」
が
施
行
さ
れ
、
労
働

者

の
待
遇
改
善

や
保
健
衛
生
設
備

の
完
備
、
寄
宿
舎

の
改
修
増
設
お

よ
び
管
理

の
改
善
、
そ
の
他
福
利

施
設

の
整
備
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

他

方

、

大

正

期

に

入

る

と

、

「
友
愛
会
」
が
成
立
し
、
そ
の
指

導

の
下
で
次
第

に
近
代
的
な
労
働
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表27綿 紡績業における主要労働争議の発生状況(大 正、昭和期)

年 次
会 社 工 場 名

(組 合 名)

参 加 人 員
(従業員数)

要 求 項 目 腰 決状況
…

備 考

大5 富士瓦斯紡保土 ヶ谷工場 150

i

不当解雇(研 究団体首謀者)1要 求不貫徹

反対1

9
富 士 瓦 斯 紡 押 上 工 場
(紡 織 労 働 組 合)

男工400

女 工1,700
工場長排斥および組合権確認

要求不貫徹
(誠首)

12 三 国 紡 績

!
{1,160}

手当切下げ反対、休 日増加、
食費値下げ

要求不貫徹
[

12
i 岸和 田地方四紡績工場

{8,947)
賃金(2割)増 額 、解雇、病

気手当支給その他

i

要 求 貫 徹1

13 日 本 紡 績 明 石 工 場
組合結成職工誠首反対、工場
閉鎖反対

要求不貫徹

14
富 士 瓦斯 紡 川 崎 工 場
(総同盟関東紡織労組)

1

(4

330

853}
寄宿舎女工の待遇改善、組合
加入の自由承認等

妥 協 解 決

昭2
大 日本紡 績 橋 場 工 場

(東京紡織労働組合)

2

(2

995

995}
組合加入の自由、皆勤、退職

手当の支給等

組合加入職工
88名 解雇

4
大阪合同紡績神崎工場
(総同盟尼崎連合会)

1

(6

700

036)
組合加入職工解雇反対、賃上
げその他

要求不貫徹

4 天 満 紡 績 971
深夜業廃止にともなう時間改
正反対

i

4 柏 原 紡 績 554 深夜業廃止による収入減反対
[
i

5 吉 見 紡 績 527 賃下げ(1割2分)反 対

5 鐘 渕 紡 績 東 京 工 場
3,260

{3,260)
戦時割増金全廃の撤廃
戦時手当7割 本給繰入

自 然 消 滅

5 鐘 渕 紡 績 淀 川 工 場
420

(1,047)
ii

従業員収容費
4万円支給等

5 鐘 渕 紡績 京 都 工 場
606

(3,471)
ii 自 然 消 滅

5 鐘 渕 紡 績兵 庫 工 場
2,479

(2,726)
// 無条件就業

5
岸 和 田紡 績 堺 分 工 場
(労農党系泉州合同労組)

198

(643)
賃下げ撤回その他 要求不貫徹

出所:日 本繊維協会 『日本繊維産業 史』377頁

議
会

の
左
右
両
派
に
よ

っ
て
指
導
さ

て
お
り
、
そ

の
後
大
正

一
四
年

の
総

同
盟

の
分
裂
と
と
も
に
総
同
盟
と
評

紡
績
業

の
労
働
運
動

の
ほ
と
ん
ど

は
、
友
愛
会

の
指
導

の
下
で
行
わ
れ

四
%
、

二
〇

・
六
%
で
、
機
械
器
具

工
業
と
合
し
て
全
産
業

の
半
数
を
占

ハ
お

　

め
て

い
た
と

さ
れ

て
い
る
。

加
人
員
は
そ
れ
ぞ
れ
全
産
業
の

一
八

・

に
お
け
る
争
議
件
数
お
よ
び
争
議
参

年

か
ら
昭

五
年

の
問

の
紡
績
業

労
働
争
議
統
計
に
よ
る
と
、
大
正

恐
慌

期

に
か
け

て
、
本
格

的

な
労
働

争
議

が

展
開

さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
た

(表

26
)
。

の
結
果
、
と
く
に
昭
和
前
期

の
世
界

き
た
。

紡
績

業

に
お

い

て
も

、
労
働

組

合

の
誕
生

を

み
る

に
至

っ
た
。

そ

組
合
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て



れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

大
正

・
昭
和
期

に
お

い
て
、
紡
績
業
で
発
生

し
た
主
要
な
労
働
争
議
は
、
表

27
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
大
正
期
で
は
、

労
働

組
合

の
結
成

の
承
認
、
組
合
加
入
者

の
解
雇
反
対
な
ど
が
労
働
争
議

の
争
点
に
な

っ
て
い
る
。
昭
和
期
に
入
る
と
、
昭
和

二
年
か
ら

七
年

に
か
け
て

の
大
恐
慌

下
で
、
人
員
整
理
反
対
、
賃
下
げ
反
対
な
ど
が
争
点
と
な
り
、
本
格
的
な

ス
ト

ラ
イ
キ
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

他
方
、

こ
う
し
た
紡
績
業
な
ど

の
本
格
的
な
労
働
運
動
に
対
し
て
、
政
府
は
、
大
正

一
四
年

二

九
二
五
年
)
三
月
に

「
治
安
維
持
法
」
、

大
正

一
五
年

(
一
九
二
六
年
)
に

「
暴
力
行
為
取
締
法
」
な
ど
を
成
立
さ
せ
て
、
弾
圧

に
臨
ん
だ
。
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(
1
)

三
瓶
孝

子

『
日
本
綿

業
発
達

史
』
慶
鷹
書
房
、
昭
和
十
六
年
、

三
八
二
頁
。

(
2

)

こ
れ

に

つ
き
、

大
河
内

一
夫
教
授
は

「
日
清
戦
争
終
了
以
前

に
お
い
て
も
、
明
治
初
年
か
ら
引
続

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
記
録
さ
れ

て
い
る

が
、

こ
れ

ら
は
、

本
来

の
労
働

運
動
と

い
う
よ
り
は
、
騒
擾

ま
た

は

一
揆

の
範
疇
に
属
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
組
織
あ

る
闘
争
と

い
う
よ
り
は
本

能

的
反
発

で
あ

り
、
資
本

主
義
的

に
近
代

的
な
運
動

な
り
闘
争

で
あ
る
と

い
う
よ
り

は
、
む

し
ろ
前
期
的

な
も

の
だ

っ
た
と

い
う
べ
き
で
あ
る
」

(
同
著

『
黎

明
期

の
日
本

労
働

運
動
』
、

二
四
頁

)
と
述
べ

て
お
ら

れ
る
。

(
3
)

山

田
盛
太
郎

『
日
本
資

本
主
義
分

析
』

一
六

一
頁
。

(
4
)

嘉

治
隆

一
郎

『
明
治
時
代

の
社
会

問
題
』
岩
波
講

座
、
日
本

の
歴
史
、
昭
和
九
年
、

=

二
頁
。

(
5
)

『
大

阪
朝

日
新
聞
』

明
治
二

二
年
九
月

二
八
日
付
。

(
6
)

た

と
え
ぼ
、

山
本

四
郎

「
明
治
前

期

の
労
働
運
動

」
ω

『
近
代
史
研
究
』
第

四
号
、

一
四
頁
。

(
7
)

『
大
阪
朝

日
新
聞
』

明
治
二

二
年

一
〇
月

四
日
付
。

(
8
)

『
同
紙
』

明
治

二
二
年

一
〇

月
五

日
付
。

(
9
)

飯
島
幡

司

『
前
掲
書
』

六
九

-

七

一
頁
。

(
10
)

北
崎

豊

二

『
明

治
労
働
運
動
史
研
究
』

雄
山
閣
、

昭
和

五

一
年
、
八
六
頁
。

(
11
)

明
治

二
二
年

の
天
満
紡
績

の
ス
ト

ラ
イ
キ

の
経
過

に

つ
い
て
は
、
明
治

二
二
年

一
〇
月

四
、
五
、
六
、

八
日
付

の

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
を
参
照
。

な
お
、

北
崎
豊

二

『
前

掲
書
』

(
八
七
頁
以
下
)

に
お

い
て
も
、
詳
細

に
紹
介

さ
れ

て
お
り
、
本
稿

に
お

い
て
も
参
照
し

て
い
る
。

(
12
)

明
治

二
七
年

の
天
満

紡
績
争
議

の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
北
崎
豊

二

「
前
掲
書
」
九
三
頁
以
下
を
参

照
さ
れ

た
し
。

(
13
)

日
本
繊

維
協
議
会
、

繊
維
年
鑑
刊
行
会

「
前
掲
書
」

三
七
七
頁
。
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